
編 集 後 記
編集メンバーの好きなものからはじまった今回のサバ特集。北区とサバで 1 冊つくれるの？と思ったら、できちゃいました。すごいぞ、つひまぶ！　そんな
記念すべきサバ号から参加した私。編集なんてやったことも、見たこともない。できるのか？と思いながら参加しましたが、人が好き、人の話を聞くのが大好
きな私には、取材はとにかく楽しい時間でした。今回、特に心に響いたのが、サバに真正面から向き合う人たちのお話。サバを通して、それぞれの仕事やまち
に本気で向き合う姿が、今のちょっとばかりキャリアに悩む私にはとても刺激的でした。何より、ネットにも AI にもない生の情報を集めてつくっているつひ
まぶの魅力を一番感じているのは、じつはこの私です。たくさんの人に読んでほしい、届いてほしい、素直にそう思います。札幌生まれの北区住民として、外
からの目線も大切に、北区の生の声をお届けしたいと思います。まずはサバのさばき方とともに、文章の書き方も勉強します！（角田かおり）

https://tsuhimabu.com/
バックナンバー読めるよ！

つひまぶ
web

「つひまぶ」では、編集メンバーを随時募集しています。興味がある方は、Facebook ページ「つひまぶ」までご連絡ください。

キタを愛する人たちのための、キタを再発見するマガジン。ネットに載らない情報テンコ盛り。キタを愛する人たちのための、キタを再発見するマガジン。ネットに載らない情報テンコ盛り。キタを愛する人たちのための、キタを再発見するマガジン。ネットに載らない情報テンコ盛り。
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つながるひと
まちぶんか

な

ん

と
！

漁
師
の
父
の

背
中
を
追
い
、

幼
い
こ
ろ
か
ら

船
に
乗
り
、
包
丁

１
本
で
生
き
て
き
た
…
。

そ
ん
な
勝
手
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
思
い
描
い
て
い

た
僕
は
、
開
始
数
分
で
見
事
に
打
ち
砕
か
れ
た
。

「
そ
れ
で
、
サ
バ
１
本
で
ど
こ
ま
で
大
き
く
な

れ
る
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
、
と
。
楽
し
く
、

ワ
ク
ワ
ク
。
そ
れ
が
な
く
な
っ
た
ら
や
め
よ
う
。

そ
ん
な
約
束
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ん
で
す
」。

な
る
ほ
ど
。

だ
か
ら
、
あ
の
遊
び
心
な
の
だ
。

２
０
１
８
年
（
平
成
30
）
に
は
一
般
社
団
法
人

日
本
さ
ば
文
化
協
会
を
設
立
。

「
３
月
８
日
を
『
サ
バ
の
日
』
に
し
て
、
サ
バ

文
化
を
広
め
た
か
っ
た
ん
で
す
。
サ
バ
の
地
位

向
上
で
す
ね
。
節
分
の
日
に
日
本
全
国
で
恵
方

巻
き
を
食
べ
る
み
た
い
に
、
こ
の
日
は
サ
バ
を

食
べ
よ
う
！
っ
て
。
だ
っ
て
、
ア
ジ
や
イ
ワ
シ

と
並
ぶ
、
日
本
を
代
表
す
る
大
衆
魚
で
す
か
ら
。

僕
た
ち
は
サ
バ
を
食
べ
て
育
っ
て
き
た
ん
で

す
」。

サ
バ
マ
ル
シ
ェ
も
開
催
。
そ
し
て
自
ら
は
「
ア

ン
〝
サ
バ
〞
ダ
ー
」。

…
…
ダ
ジ
ャ
レ
大
好
き
な
51
歳
の
お
じ
さ
ん
で

あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
サ
バ
も
今
と
な
っ
て
は
高
級

魚
。
だ
か
ら
こ
そ
、
せ
っ
か
く
な
ら
、
お
い
し

と
ろ
さ
ば
料
理
専
門
店
「
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｒ
」
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。

現
在
は
少
し
業
態
が
変
わ
っ
た
が
、
２
０
１
４

年
（
平
成
26
）
の
オ
ー
プ
ン
当
時
の
衝
撃
は
、

今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

午
前
11
時
38
分
開
店
。

午
後
11
時
38
分
閉
店
。

38
席
。

38
メ
ニ
ュ
ー
。

「
サ
バ
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」
で
迎
え
、

「
サ
バ
ナ
イ
ス
デ
ー
」
で
見
送
る
。

サ
バ
検
定
に
サ
バ
口
言
葉
。

店
じ
ゅ
う
が
サ
バ
、
サ
バ
、
サ
バ
。

ま
る
で
「
サ
バ
ラ
ン
ド
」
と
で
も
呼
び
た
く
な

る
、
遊
び
心
あ
ふ
れ
る
世
界
だ
っ
た
。

思
い
返
せ
ば
、
あ
の
頃
か
ら
世
の
な
か
は
サ
バ

ブ
ー
ム
に
沸
い
た
。
ブ
ラ
ン
ド
サ
バ
が
登
場
し
、

サ
バ
缶
が
脚
光
を
浴
び
、
百
貨
店
に
も
サ
バ
が

ず
ら
り
。
そ
の
ブ
ー
ム
を
仕
掛
け
た
１
人
が
、

右
田
孝
宣
さ
ん
で
あ
る
。

今
で
は
あ
た
り
ま
え
に
な
っ
た
「
と
ろ
さ
ば
」

と
い
う
名
称
も
、
じ
つ
は
右
田
さ
ん
の
発
明
だ
。

つ
ひ
ま
ぶ
今
号
は
サ
バ
特
集
。「
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｒ
」

の
創
業
者
に
会
わ
ず
し
て
、
こ
の
号
は
完
成
し

な
い
。
取
材
を
お
願
い
す
る
と
、
返
信
メ
ー
ル

の
冒
頭
に
は
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
に
「
お
疲
れ
鯖
で

す
」。
ま
だ
お
会
い
し
て
も
い
な
い
の
に
、
サ

バ
愛
は
す
で
に
全
開
だ
。

ち
な
み
に
取
材
日
は
８
月
３
日
。
な
ん
と
、

「
逆
サ
バ
の
日
」
だ
っ
た
！

「
も
と
も
と
は
神
崎
川
で
居
酒
屋
を
や
っ
て
い

て
、
そ
こ
で
出
し
て
い
た
鯖
寿
司
が
人
気
だ
っ

た
ん
で
す
よ
。
奥
さ
ん
が
『
サ
バ
で
が
ん
ば
っ

て
み
た
ら
？
』
っ
て
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の

が
、
す
べ
て
の
は
じ
ま
り
な
ん
で
す
」。

と
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Ｒ
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。
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葉
。
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ゅ
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、
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。

ま
る
で
「
サ
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ラ
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、
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を
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、
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に
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の
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が
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に
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日
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日
。
な
ん
と
、
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逆
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日
」
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で
居
酒
屋
を
や
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、
そ
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で
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が
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和
田
萬
の
﹁
黄
金
香
り
ご
ま
﹂

和
田
萬
の
﹁
黄
金
香
り
ご
ま
﹂

﹁
曽
根
崎
松
浦
商
店
﹂

店
﹂
﹁
曽
根
崎
松
浦
商
店
﹂

店
﹂

﹁
談
話
室
マ
チ
ソ
ワ
﹂
店
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堤
美
佳
子
さ
ん

﹁
談
話
室
マ
チ
ソ
ワ
﹂
店
主
堤
美
佳
子
さ
ん

キ
タ
の
え
え
も
ん
キ
タ
の
手
み
や
げ

キ
タ
の
え
え
も
ん
キ
タ
の
手
み
や
げ

暁
子
の
角
打
ち
放
浪
記

暁
子
の
角
打
ち
放
浪
記

彼
女
と
キ
タ
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

彼
女
と
キ
タ
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
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鯖Ça va

鯖
号

サ バ（鯖・青 花 魚・鮄・英 : Mackerel）は、サ バ 目・サ バ 科 の サ バ 属
（Scomber）・グルクマ属（Rastrelliger）・ニジョウサバ属（Grammatorcynus）
などに分類される魚の総称。世界各地で食される。日本近海ではマサバ（真鯖）、ゴ
マサバ、グルクマ、ニジョウサバ（二条鯖）の計 4種が見られる。

天満市場に生息するサバ

海から川を越え、蔵へ

大阪の歴史のお味「バッテーラ」

1 貫に、100 年の仕事

サバからはじまる 冥土への旅路

サバで世界一周

「お魚屋さん かぎや」さんに聞いてみたサバのサバきかた

サバ博士・右田孝宣さんに聞く

サバ 1本で、どこまで行けるか？
サバへの飽くなき挑戦でした
サバ 1本で、どこまで行けるか？
サバへの飽くなき挑戦でした
サバ 1本で、どこまで行けるか？
サバへの飽くなき挑戦でした

サバ博士
右田孝宣さん

「SABAR」創業者にしてサバブーム仕掛け人
サバ博士・右田孝宣さんに聞く

「SABAR」は現在、北区では阪急三番街南館地下 2階（38番地！）にあります



タキ
Çava?

と鯖

る
さ
ま
が
、
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。「
摂
津
名

所
図
会
天
満
市
之
側
」
に
は
、
活
気
も
熱
気
も
あ

ふ
れ
る
市
場
の
様
子
が
細
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

１
６
７
２
年
（
寛
文
12
）、
西
廻
り
航
路
が
整
備
さ

れ
る
と
、
北
前
船
に
よ
っ
て
北
海
道
の
昆
布
が
日

本
海
を
南
下
し
、
下
関
を
ま
わ
っ
て
瀬
戸
内
海
を

抜
け
、
大
坂
に
運
び
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

天
満
は
青
物
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
遠
隔
地
の

物
産
が
集
散
す
る
結
節
点
で
も
あ
っ
た
。
全
盛
期

に
は
全
国
の
物
産
の
７
割
が
天
満
を
ハ
ブ
と
し
て

集
散
し
た
と
も
い
わ
れ
、
単
な
る
「
野
菜
市
場
」

を
超
え
た
、
大
坂
の
物
流
全
体
を
映
す
鏡
の
よ
う

な
存
在
だ
っ
た
。

１
７
７
２
年
（
明
和
９
／
安
永
元
）
に
は
冥
加
銀

（
上
納
金
）
を
納
め
る
代
わ
り
に
、
同
業
者
組
合
の

結
成
が
認
め
ら
れ
、
幕
府
公
認
の
独
占
市
場
と
し

て
特
権
的
な
地
位
を
確
立
し
た
。
ギ
ル
ド
の
誕
生

だ
。
市
場
や
そ
の
周
辺
で
は
、
近
郊
農
民
と
消
費

者
と
の
直
接
取
引
も
禁
止
さ
れ
た
。

ま
た
、
道
頓
堀
新
市
、
堂
島
新
市
、
堀
江
新
市
、

曽
根
崎
新
市
な
ど
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
（
新
興
商

人
）
が
市
場
設
立
の
動
き
を
見
せ
た
が
、
そ
の
た

ね
ん
ね
こ
ろ
い
ち
天
満
の
市
よ
大
根
（
だ
い
こ
）

そ
ろ
え
て
舟
に
積
む
〜
♪　

大
川
北
岸
に
あ
る
南

天
満
公
園
内
に
立
つ
「
天
満
の
子
守
歌
歌
碑
」
に

刻
ま
れ
た
歌
詞
に
は
、
市
場
や
水
運
の
活
況
が
歌

わ
れ
て
い
る
。
す
ぐ
そ
ば
に
は
、「
天
満
青
物
市
場

跡
碑
」
も
あ
る
。「
天
満
青
物
市
場
」
は
、
大
坂
三

郷
の
台
所
と
し
て
、
市
中
の
卸
売
市
場
を
代
表
す

る
市
場
だ
。「
堂
島
の
米
市
場
」、「
雑
喉
場
の
魚
市

場
」
と
並
ん
で
、
そ
の
繁
栄
ぶ
り
が
全
国
に
知
ら

れ
た
、
大
坂
三
大
市
場
で
あ
る
。

が
し
か
し
、
天
満
青
物
市
場
は
最
初
か
ら
こ
こ
に

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
じ
つ
に
い
ろ
い
ろ
あ
っ

た
。
そ
の
長
い
旅
路
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

天
満
青
物
市
場
の
ル
ー
ツ
は
、
意
外
に
も
青
物
市

（
野
菜
市
）
と
し
て
で
は
な
く
、
寺
の
門
前
市
と
し

て
は
じ
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
中
世
、
現
在
の

大
阪
城
の
位
置
に
あ
っ
た
石
山
本
願
寺
と
そ
の
門

前
に
集
う
人
々
を
相
手
に
自
然
発
生
し
た
市
が
、

そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
１
５
８
０
年
（
天
正
８
）、

石
山
合
戦
の
末
に
本
願
寺
が
石
山
を
退
去
し
た
と

き
、
現
在
の
京
橋
南
〜
北
詰
に
移
転
し
た
。

大
坂
の
陣
で
一
時
離
散
し
た
が
、
１
６
１
６
年

（
元
和
２
）
に
、
豪
商
・
淀
屋
２
代
目
・
个
庵
（
こ

あ
ん
）
が
京
橋
の
自
邸
内
に
市
場
を
開
設
。
こ
れ

が
天
満
青
物
市
場
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

次
い
で
１
６
５
１
年
（
慶
安
４
）、
こ
の
地
が
町
奉

行
所
の
用
地
と
な
っ
た
の
で
、
京
橋
片
原
町
（
都

島
区
）
に
移
転
を
命
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
は

市
場
と
し
て
は
不
便
だ
っ
た
た
め
に
、
町
奉
行
所

に
願
い
出
て
、
１
６
５
３
年
（
承
応
２
）、
よ
う
や

く
天
神
橋
北
詰
の
大
川
沿
い
（
現
在
の
天
満
３
丁

目
付
近
）、
冒
頭
の
跡
碑
周
辺
に
落
ち
着
い
た
。

じ
つ
に
石
山
本
願
寺
の
時
代
か
ら
数
え
て
約
１
５

０
年
、
淀
屋
屋
敷
か
ら
数
え
て
も
40
年
近
く
を
か

け
て
、
市
場
は
よ
う
や
く
「
安
住
の
地
」
を
得
た

こ
と
に
な
る
。
市
場
が
あ
れ
ば
国
家
は
要
ら
な
い

と
は
ラ
テ
ン
の
こ
と
わ
ざ
だ
が
、
初
期
の
天
満
市

場
は
、
為
政
者
の
都
合
や
都
市
開
発
に
翻
弄
さ
れ

た
、
流
浪
の
市
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

天
満
が
最
終
的
な
落
ち
着
き
先
と
し
て
選
ば
れ
た

最
大
の
理
由
は
、
大
川
（
旧
淀
川
）
に
面
し
た
水

運
の
便
の
良
さ
だ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
の
繁
盛
ぶ
り
は
「
摂
津
名
所
図
会
」
に
、

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
市
場
は
天
神
橋
北
づ
め
上
手
か
ら
竜
田
町
（
現
在

の
天
満
３
丁
目
や
天
満
５
丁
目
）
ま
で
三
町
ば
か

り
。
天
神
橋
か
ら
下
手
は
市
場
で
な
く
、『
市
の
側

（
か
わ
）』
と
い
う
。
間
屋
四
十
軒
、
仲
買
百
五
十
軒
。

毎
日
朝
早
く
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て

青
物
の
取
引
を
す
る
。
春
は
春
日
野
の
若
菜
か
ら

売
り
は
じ
め
、
ウ
グ
イ
ス
菜
、
イ
ソ
菜
、
嫁
菜
、

サ
ワ
ラ
ビ
、
セ
リ
、
ウ
コ
ギ
な
ど
は
木
津
、
難
波

の
名
産
。
天
王
寺
カ
ブ
ラ
、
椋
橋
（
く
ら
は
し
）

ダ
イ
コ
ン
、
海
老
江
カ
モ
ウ
リ
、
勝
間
浦
の
海
草
、

住
吉
の
ナ
ノ
リ
ソ
ウ
、
姫
松
の
シ
ョ
ウ
ロ
、
浜
村

の
カ
ン
ピ
ョ
ウ
は
夜
、
小
歌
節
で
む
く
と
い
う
。

伏
見
の
モ
ウ
ソ
ウ
ダ
ケ
、
壬
生
菜
、
シ
ロ
ク
ワ
イ

な
ど
は
京
か
ら
来
る
。
河
内
レ
ン
コ
ン
、
昆
陽
池

の
ジ
ュ
ン
サ
イ
、
タ
ケ
ノ
コ
や
ク
リ
の
こ
ろ
は
二
、

三
日
、
た
く
さ
ん
の
た
い
ま
つ
や
、
ち
ょ
う
ち
ん

を
照
ら
し
て
夜
の
市
で
に
ぎ
わ
う
。
時
雨
月
に
な

る
と
紀
州
か
ら
ミ
カ
ン
が
数
百
万
と
は
い
る
」。

畿
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
み
ず
み
ず
し
い
野
菜
や

果
物
の
山
が
掛
け
声
も
勇
ま
し
く
売
り
さ
ば
か
れ

び
に
反
対
訴
訟
を
起
こ
し
て
、
こ
れ
ら
の
動
き
を

封
じ
た
。

も
っ
と
も
、
こ
ん
な
独
占
体
制
は
長
く
は
続
か
な

い
。
１
７
９
８
年
（
寛
政
10
）
に
は
周
辺
26
カ
村

と
消
費
者
の
直
接
取
引
が
解
禁
さ
れ
、
１
８
０
９

年
（
文
化
６
）
に
は
対
立
し
て
い
た
畑
場
八
ヶ
村

（
大
坂
城
下
の
南
郊
、
西
成
郡
に
位
置
す
る
吉
右
衛

門
肝
煎
地
・
西
高
津
村
・
難
波
村
・
木
津
村
・
今

宮
村
・
勝
間
村
・
中
在
家
村
・
今
在
家
村
の
８
つ

の
村
）
側
の
要
求
に
よ
り
、
13
品
目
に
か
ぎ
っ
て

木
津
難
波
市
場
の
開
設
も
認
め
ら
れ
た
。

江
戸
時
代
後
期
の
天
満
市
場
は
、
独
占
と
そ
れ
に

対
す
る
周
辺
か
ら
の
突
き
上
げ
が
も
た
ら
し
た
、

対
立
の
時
代
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。

さ
て
、「
天
満
青
物
市
場
」
と
い
う
名
前
だ
け
を
見

れ
ば
、
野
菜
と
果
物
（
果
物
は
「
赤
物
」
と
呼
ば

れ
た
）
専
門
の
市
場
に
思
え
る
が
、
じ
つ
は
そ
う

単
純
で
は
な
い
。
天
満
に
市
場
が
移
転
し
た
当
初

は
、
生
塩
魚
（
な
ま
し
お
ざ
か
な
）
市
場
と
乾
物

市
場
も
同
じ
地
域
に
併
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、

日
本
大
百
科
全
書
な
ど
の
記
述
か
ら
分
か
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
天
満
の
浜
に
は
、
青
物
や
赤
物
だ
け

で
な
く
、
塩
し
た
魚
や
乾
物
も
並
ん
で
い
た
の
だ
。

も
っ
と
も
、
こ
の
生
塩
魚
市
は
ほ
ど
な
く
し
て
本

靭
町
（
中
央
区
）
へ
、
乾
物
市
は
天
満
７
丁
目
へ

と
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
く
。

さ
て
、
本
号
特
集
の
「
サ
バ
」
で
あ
る
。
サ
バ
は

天
満
市
場
に
い
た
の
か
？　

い
な
か
っ
た
の
か
？

サ
バ
が
「
大
坂
の
食
」
と
し
て
存
在
感
を
放
つ
の

は
、
江
戸
中
期
以
降
、
北
前
船
が
西
廻
り
航
路
で

運
ん
だ
昆
布
出
汁
の
文
化
と
結
び
付
い
て
か
ら
だ
。

塩
サ
バ
や
し
め
サ
バ
と
い
っ
た
加
工
品
は
、
京
へ

抜
け
る
鯖
街
道
だ
け
で
な
く
、
大
川
や
淀
川
の
水

運
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
当
然
乗
っ
て
い
た
は
ず
で
、

市
場
が
分
立
す
る
以
前
の
天
満
の
浜
に
は
、
青
物

に
混
じ
っ
て
サ
バ
も
並
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
の
は
、
そ
う
突
飛
な
想
像
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

生
塩
魚
市
が
独
立
し
た
後
は
、
鮮
魚
の
取
り
扱
い

は
西
区
の
雑
喉
場
魚
市
場
が
中
心
を
担
う
よ
う
に

な
り
、
天
満
は
名
実
と
も
に
「
青
物
」
専
業
の
市

場
へ
と
純
化
し
て
い
く
。
と
は
い
え
、
市
場
と
い

う
場
が
１
度
は
青
物
・
塩
魚
・
乾
物
を
同
じ
浜
に

抱
え
込
ん
で
い
た
事
実
は
重
要
だ
。
天
満
は
も
と

も
と
、
特
定
の
品
目
に
閉
じ
た
市
場
で
は
な
く
、

大
川
と
い
う
水
運
が
運
ん
で
く
る
も
の
す
べ
て
を

受
け
止
め
る
、
あ
る
種
の
「
窓
口
」
と
し
て
出
発

し
た
の
で
あ
る
。
サ
バ
も
ま
た
、
そ
の
窓
口
を
通

り
過
ぎ
て
い
っ
た
無
数
の
品
物
の
１
つ
だ
っ
た
に

違
い
な
い
。

さ
て
、
市
場
は
物
流
の
拠
点
で
あ
る
と
同
時
に
、

人
が
集
ま
る
場
で
も
あ
っ
た
。
野
菜
を
売
り
に
来

た
近
郊
の
農
家
の
人
々
は
、
商
い
を
終
え
る
と
大

阪
天
満
宮
へ
参
拝
し
、
芝
居
見
物
を
楽
し
み
、
歓

楽
街
で
羽
を
伸
ば
し
た
。
市
場
を
核
と
し
て
、
参

詣
・
娯
楽
・
飲
食
が
一
体
と
な
っ
た
に
ぎ
わ
い
の

生
態
系
が
、
こ
の
一
帯
に
育
っ
て
い
っ
た
。
落
語

「
千
両
蜜
柑
」
の
舞
台
と
し
て
も
知
ら
れ
る
の
は
、

こ
う
し
た
市
場
文
化
が
上
方
の
話
芸
に
ま
で
根
を

下
ろ
し
て
い
た
こ
と
の
証
だ
ろ
う
。

現
在
、
天
神
橋
筋
商
店
街
や
「
裏
天
満
」
の
飲
み

屋
街
は
、
天
満
青
物
市
場
の
記
憶
を
引
き
継
い
で

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。（
終
）

文
／
つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

文
／
つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

文
／
つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

南
天
満
公
園
に
立
つ
「
天
満
青
物
市
場
跡
碑
」

南
天
満
公
園
に
立
つ
「
天
満
青
物
市
場
跡
碑
」

南
天
満
公
園
に
立
つ
「
天
満
青
物
市
場
跡
碑
」

天
満
市
場
に
生
息
す
る
サ
バ

天
満
市
場
に
生
息
す
る
サ
バ

天
満
市
場
に
生
息
す
る
サ
バ

流
浪
の
市
場

天
満
市
場

春
秋

天
満
市
場 

春
秋

天
満
市
場

春
秋

水
運
の
便
が
生
ん
だ
独
占
市
場

青
物
だ
け
で
は
な
か
っ
た

市
場
の
「
周
辺
」

天
満
宮
・
芝
居
・
歓
楽
街現在の天満市場は 28 階建ての再開発ビル

「ぷららてんま」の B1F から 2F に位置し、
観光客にも人気のスポットとなっている。

浪花百景
「天満市場」

「摂津名所図会 天満市之側（かわ）」。大勢の人が集まって市が立つ。手前の雁木に船が乗り上げ、荷揚げした。

明治以降も天満青物市場は大阪随一の青物
市場として栄え、1915 年（大正 4）には業
者の大半が大川北岸の埋立地へ移転して公
認の「天満市場」となった（旧地に残った
一部は「天満旧市場」と呼ばれた）。
しかし 1931 年（昭和 6）、大阪市中央卸売
市場の設立に伴い、市場はその配給所とい
う位置づけに変わる。
そして 1945 年（昭和 20）、大阪大空襲に
よって市場はすべて焼失する。
こうして、石山本願寺門前から数えればじ
つに 400 年以上、天満移転からでも約 290
年続いた歴史に、いったん幕が下ろされた。

戦後の 1949 年（昭和 24）、池田町の旧東
洋紡績天満工場跡地に「天満卸売市場」と
して再建され、これが現在の JR 天満駅北側
に残る天満市場「ぷららてんま」につな
がっている。当初は卸売中心だったが、20
年ほど前からは小売りもはじまり、今では
誰でも気軽に立ち寄れる市場として親しま
れている。
現在は、ぷららてんま周辺は「裏天満」と
呼ばれ、焼き鳥店の煙やホルモンの匂いが
立ち込め、若者を中心に、往時の天満青物
市場を思わせるにぎわいを見せている。

明治以降の天満市場
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タキ
Çava?

と鯖

担
が
れ
て
や
っ
て
来
た
サ
バ
は
、
京
都
で
一
部
が

消
費
さ
れ
た
。
棒
寿
司
や
な
れ
寿
司
な
ど
、
京
都

特
有
の
寿
司
に
は
、
こ
う
し
た
サ
バ
が
重
宝
さ
れ

た
。
し
か
し
さ
ら
に
先
、
大
坂
を
目
指
す
荷
も

あ
っ
た
。

そ
の
場
合
は
、
荷
は
京
都
市
内
か
ら
伏
見
港
へ
と

移
さ
れ
る
。
伏
見
は
淀
川
舟
運
の
起
点
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
川
を
使
っ
て
中
之
島
を
目
指
す
こ
と
に

な
る
。
若
狭
湾
に
水
揚
げ
さ
れ
た
サ
バ
は
、
陸
路
・

鯖
街
道
を
経
て
、
今
度
は
川
を
進
む
。

江
戸
時
代
、
淀
川
は
日
本
最
大
級
の
水
運
ル
ー
ト

だ
っ
た
。
川
を
下
る
の
に
使
わ
れ
た
の
は
、「
三
十

石
船
」
だ
。
名
前
の
と
お
り
、
米
三
十
石
＝
約
４
・

５
ｔ
分
の
荷
物
を
積
め
る
、
中
規
模
の
舟
だ
っ
た
。

三
十
石
船
の
構
造
は
、
浅
瀬
で
も
航
行
で
き
る
よ

う
平
底
で
、
両
端
は
反
り
上
が
り
、
全
長
は
お
よ

そ
15
〜
18
ｍ
、
幅
は
２
・
５
〜
３
ｍ
ほ
ど
で
、
人

や
物
資
の
輸
送
に
広
く
使
わ
れ
た
。
最
大
で
30
〜

40
人
の
乗
客
が
乗
る
こ
と
も
あ
り
、
上
り
で
は
棹

（
さ
お
）
で
川
底
を
突
き
、
下
り
で
は
流
れ
を
利
用

し
て
滑
る
よ
う
に
進
ん
だ
。
帆
は
使
わ
れ
ず
、
櫓

（
ろ
）
と
棹
を
巧
み
に
操
る
水
夫
の
技
術
に
支
え
ら

れ
て
い
た
。
物
資
だ
け
で
な
く
、
人
も
乗
る
こ
と

が
で
き
、
物
資
輸
送
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
や
商

用
の
旅
に
も
利
用
さ
れ
た
。

三
十
石
船
は
、
伏
見
港
を
出
る
と
八
幡
、
枚
方
、

守
口
な
ど
を
経
て
、
最
終
的
に
天
満
橋
や
中
之
島

へ
至
る
。
舟
に
は
熟
練
の
水
夫
が
乗
り
、
川
の
流

れ
を
読
み
な
が
ら
進
ん
で
い
っ
た
。
船
上
で
は
舟

唄
が
歌
わ
れ
、
旅
人
や
商
人
が
団
子
や
茶
を
楽
し

む
一
方
、
荷
物
は
し
っ
か
り
と
固
定
さ
れ
、
波
や

転
倒
か
ら
守
ら
れ
て
い
た
。

水
位
の
安
定
し
な
い
季
節
に
は
、
櫓
舟
（
ろ
ぶ
ね
）

や
艜
（
ひ
ら
た
）
と
呼
ば
れ
る
小
舟
が
補
助
的
に

江
戸
時
代
、
中
之
島
に
は
全
国
の
大
名
が
設
け
た

蔵
屋
敷
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
た
。
そ
こ
は
各
藩

が
年
貢
米
や
特
産
品
を
保
管
・
売
却
す
る
た
め
の

拠
点
で
、
大
坂
が
「
天
下
の
台
所
」
と
呼
ば
れ
て

栄
え
た
こ
と
は
、
こ
の
蔵
屋
敷
群
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
な
か
で
も
若
狭
藩
や
丹
後
藩
な
ど
、

日
本
海
側
の
藩
が
持
つ
蔵
に
は
、
米
や
織
物
だ
け

で
な
く
、
地
元
の
海
で
獲
れ
た
サ
バ
の
加
工
品
が

運
び
込
ま
れ
、
山
積
み
と
な
っ
た
光
景
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

朝
早
く
、
堂
島
川
の
水
辺
に
船
が
着
く
。
川
沿
い

に
面
し
た
蔵
の
前
に
は
、
塩
漬
け
に
さ
れ
た
サ
バ

や
干
物
に
さ
れ
た
サ
バ
、
し
め
サ
バ
な
ど
、
木
箱

れ
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
日
持
ち
が
し
、
遠
く
大

坂
や
京
都
へ
と
運
ぶ
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

加
工
さ
れ
た
サ
バ
は
、「
若
狭
小
浜
」
な
ど
と
産
地

が
墨
で
書
か
れ
た
荷
札
を
付
け
た
木
樽
や
わ
ら
に

包
ま
れ
、
内
陸
部
へ
の
険
し
い
旅
路
に
出
る
。

小
浜
か
ら
京
都
ま
で
は
、
約
70
㎞
の
山
道
が
続
く
。

い
わ
ゆ
る
「
鯖
街
道
」。「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
で
タ
モ

さ
ん
ら
も
歩
い
た
鯖
街
道
。
ル
ー
ト
は
い
く
つ
か

の
種
類
が
あ
る
が
、
主
な
ル
ー
ト
は
次
の
と
お
り
。

小
浜
か
ら
い
っ
た
ん
南
東
へ
と
進
路
を
取
る
。
熊

や
わ
ら
包
み
に
詰
め
ら
れ
た
品
が
並
ぶ
。
ど
れ
も

若
狭
の
港
ま
ち
・
小
浜
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
も
の

だ
。
さ
て
、
こ
の
サ
バ
は
ど
ん
な
ル
ー
ト
を
た

ど
っ
て
旅
を
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
？　

旅
す
る

サ
バ
の
後
ろ
に
付
い
て
、
当
時
の
物
流
ル
ー
ト
を

た
ど
っ
て
み
よ
う
。

旅
の
出
発
点
は
、
福
井
県
の
小
浜
。
日
本
海
に
面

し
た
こ
の
ま
ち
は
、
古
く
か
ら
魚
介
類
の
集
積
地

と
し
て
栄
え
、
と
り
わ
け
冬
場
に
獲
れ
る
脂
の

の
っ
た
寒
サ
バ
は
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
サ
バ
は
「
足
が
早
い
」
魚
だ
。
水
揚
げ
さ

れ
て
す
ぐ
に
処
理
し
な
け
れ
ば
、
数
時
間
で
傷
ん

で
し
ま
う
。
そ
こ
で
塩
を
し
っ
か
り
と
振
っ
て
水

分
を
抜
い
た
「
塩
サ
バ
」
や
、
酢
で
し
め
た
「
し

め
サ
バ
」、
乾
燥
さ
せ
た
「
干
物
」
な
ど
に
加
工
さ

川
宿
か
ら
水
坂
峠
を
越
え
、
保
坂
か
ら
南
へ
と

下
っ
て
い
く
。
朽
木
、
花
折
峠
を
経
て
大
原
、
そ

し
て
終
着
点
で
あ
る
京
都
市
内
の
出
町
柳
へ
と
至

る
。

京
都
市
内
ま
で
最
短
距
離
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、

ま
ず
は
南
東
へ
と
進
み
、
保
坂
で
南
に
大
き
く
折

れ
曲
が
る
、Ｌ
字
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
そ

れ
に
は
理
由
が
あ
っ
て
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
少
な

い
、
よ
り
平
坦
で
安
全
な
地
形
が
選
ば
れ
て
い
る
。

体
力
の
消
耗
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
荷
崩
れ
や
転
倒
の
危

険
を
減
ら
す
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
わ
け
だ
。

熊
川
宿
は
か
つ
て
若
狭
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄

え
た
集
落
で
、
今
も
格
子
戸
の
商
家
が
立
ち
並
ぶ
。

担
ぎ
手
た
ち
は
こ
こ
で
腹
ご
し
ら
え
を
し
、
わ
ら

じ
を
履
き
替
え
る
な
ど
し
て
、
次
の
難
所
に
備
え

た
。
朽
木
の
山
道
で
は
川
沿
い
の
狭
い
道
が
続
き
、

転
倒
の
危
険
も
高
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
担
ぎ
手

同
士
が
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
進
ん
だ
と
い
う
。

道
中
に
は
「
立
場
茶
屋
」
と
呼
ば
れ
る
休
憩
所
も

あ
り
、
軽
い
食
事
や
情
報
交
換
の
場
と
し
て
に
ぎ

わ
っ
た
。

運
搬
を
担
っ
た
の
は
、
専
業
の
担
ぎ
手
た
ち
。
彼

ら
は
夜
に
小
浜
を
出
発
し
、
翌
朝
に
は
京
都
へ
到

着
す
る
と
い
う
「
夜
駆
け
」
で
サ
バ
を
運
ん
だ
。

サ
バ
の
鮮
度
を
保
つ
た
め
、
立
ち
止
ま
ら
ず
に
一

気
に
走
る
。
そ
の
距
離
、
約
70
㎞
。
マ
ラ
ソ
ン
が

趣
味
の
僕
だ
が
、
１
日
で
一
気
に
走
破
す
る
の
は

は
無
理
だ
。
２
日
に
分
け
て
、
や
っ
と
。
現
代
で

は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
用
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
が
設
定
さ

れ
て
い
る
が
、
推
奨
さ
れ
て
い
る
の
は
２
泊
３
日
。

そ
ん
な
距
離
を
、
荷
を
背
負
っ
て
、「
京
は
遠
て
も

十
八
里
」
と
歌
い
な
が
ら
昼
夜
を
ぶ
っ
通
し
で

走
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
背
中
に
あ
る
の
は
、
数

10
㎏
の
魚
の
荷
。
身
を
崩
す
こ
と
な
く
運
ぶ
の
に
、

ど
ん
な
技
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
？

「
上
方
史
蹟
散
策
の
会
」
が
編
集
し
た
『
鯖
街
道
』

（
向
陽
書
房
／
１
９
９
８
）
に
よ
る
と
、
荷
は
天
秤

棒
に
つ
る
し
て
担
が
れ
た
よ
う
だ
。
荷
崩
れ
を
防

ぐ
た
め
に
わ
ら
や
布
で
包
み
、
し
っ
か
り
と
固
定

す
る
。
花
折
峠
な
ど
の
難
所
で
は
足
を
滑
ら
せ
な

い
よ
う
、
足
元
を
確
か
め
な
が
ら
１
歩
ず
つ
進
ん

だ
。
雪
や
雨
で
道
が
ぬ
か
る
む
季
節
は
特
に
危
険

で
、
担
ぎ
手
た
ち
の
経
験
が
も
の
を
い
っ
た
…
。

と
書
く
の
は
簡
単
だ
が
、
ス
ピ
ー
ド
、
体
力
、
道

の
知
識
、
す
べ
て
が
求
め
ら
れ
る
、
現
代
人
に
は

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
労
働
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

使
わ
れ
、
途
中
で
の
積
み
替
え
も
発
生
し
た
。
サ

バ
の
荷
は
、
他
の
貨
物
（
米
・
酒
・
木
材
な
ど
）

と
は
区
別
さ
れ
、
湿
気
や
直
射
日
光
、
衝
撃
か
ら

守
る
た
め
に
工
夫
さ
れ
た
積
載
が
な
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
舟
運
の
詳
細
は
、
案
内
書
『
淀
川
便
覧
』

に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
１
８
０
９
年
（
文
化
６
）

に
刊
行
さ
れ
た
こ
の
本
に
は
、
河
岸
の
名
前
、
距

離
、
料
金
、
所
要
時
間
、
注
意
事
項
な
ど
が
び
っ

し
り
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、「
伏
見
よ
り
天
満
橋
ま
で
五
里
三
十
町
、

所
要
五
時
間
半
、
船
賃
銀
一
匁
」
な
ど
、
極
め
て

具
体
的
な
記
述
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
地
点
で

ど
ん
な
荷
が
積
ま
れ
、
ど
の
宿
場
で
ど
れ
だ
け
の

時
間
を
見
積
も
る
べ
き
か
が
明
示
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
従
っ
て
運
航
す
れ
ば
、
伏
見
か
ら
大
坂
・

天
満
橋
ま
で
は
お
よ
そ
５
〜
６
時
間
の
行
程
だ
。

む
ろ
ん
、
川
の
流
れ
に
乗
れ
る
下
り
の
ほ
う
が
速

く
進
む
。
航
路
は
、
伏
見
↓
八
幡
↓
枚
方
↓

守
口
↓
天
満
橋
↓
中
之
島
。

『
大
川
便
覧
（
お
お
か
わ
べ
ん
ら
ん
）』
を
見
る
と
、

舟
が
い
か
に
正
確
に
時
間
管
理
さ
れ
、
河
岸
場
で

ど
ん
な
取
引
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
か
が
よ
く
分

か
る
。
今
日
で
い
う
運
送
業
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
近

い
性
格
を
持
っ
て
い
た
。

淀
川
を
下
っ
た
サ
バ
は
、
天
満
橋
や
中
之
島
の
船

着
き
場
に
着
き
、
そ
こ
か
ら
す
ぐ
、
川
沿
い
に
並

ぶ
蔵
屋
敷
に
運
び
込
ま
れ
る
。
若
狭
藩
や
丹
後
藩

の
蔵
屋
敷
に
は
、
加
工
さ
れ
た
サ
バ
が
並
べ
ら
れ
、

点
検
を
経
て
商
人
へ
と
引
き
渡
さ
れ
て
い
く
。
荷

は
天
満
青
物
市
場
や
雑
喉
場
魚
市
場
に
卸
さ
れ
、

市
中
に
暮
ら
す
人
々
の
台
所
へ
と
届
く
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
サ
バ
を
巡
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
海
と
山
と
ま
ち
と
が
あ
た
か
も
ひ
と
つ
の
生

態
系
あ
る
か
の
よ
う
に
有
機
的
に
結
び
付
き
、
そ

こ
に
生
き
る
人
々
が
「
ど
う
す
れ
ば
新
鮮
で
、
お

い
し
い
ま
ま
運
べ
る
か
」
を
工
夫
し
た
結
果
が
、

江
戸
時
代
の
大
坂
の
食
文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て

い
っ
た
と
言
え
る
。
そ
う
し
た
物
流
の
下
支
え
が

あ
っ
て
、
や
が
て
バ
ッ
テ
ラ
が
誕
生
し
、
鯖
寿
司

の
伝
統
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
。

鯖
街
道
と
い
う
名
前
は
、
小
浜
か
ら
京
都
へ
サ
バ

が
運
ば
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
小
浜
藩
主
が
流

通
拠
点
と
し
て
小
浜
市
場
を
整
備
し
た
１
６
０
７

年
（
慶
長
12
）
の
記
録
に
は
、「
生
鯖
塩
し
て
担
い

京
行
き
仕
る
に
候
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
鯖
街
道
と

い
う
名
称
の
由
来
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

若
狭
は
日
本
海
に
面
し
、
古
く
か
ら
大
陸
や
北
陸
、

都
を
結
ぶ
海
陸
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

と
り
わ
け
朝
廷
に
食
材
を
納
め
る
「
御
食
国
（
み

け
つ
く
に
）」
と
し
て
、
塩
や
海
産
物
を
都
へ
送
り
、

都
の
暮
ら
し
と
食
文
化
を
支
え
た
土
地
で
も
あ
る
。

人
や
も
の
が
行
き
交
う
な
か
で
、
港
や
市
場
、
城

下
町
、
宿
場
町
が
形
成
さ
れ
、
街
道
は
経
済
だ
け

で
な
く
、
祭
礼
や
芸
能
、
仏
教
な
ど
の
文
化
を
運

ぶ
道
と
も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
若
狭
に
は
、
海
と

山
に
囲
ま
れ
た
土
地
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
と
、
外

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
文
化
が
重
な
り
合
い
、
地
域

ご
と
に
特
色
あ
る
歴
史
と
文
化
が
育
ま
れ
て
い
き
、

そ
の
記
憶
が
今
も
息
づ
い
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
水
運
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

明
治
以
降
、
鉄
道
や
自
動
車
の
発
達
と
と
も
に
衰

退
し
て
い
く
。
い
ま
や
ト
ラ
ッ
ク
が
サ
バ
を
運
び
、

高
速
道
路
が
物
流
の
背
骨
に
な
っ
て
い
る
。
冷
蔵

技
術
の
発
達
も
あ
り
、
サ
バ
は
生
の
ま
ま
都
市
へ

と
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。
川
を
下
る
舟
の
音
も
、

鯖
街
道
を
走
る
人
の
足
音
も
、
も
う
日
常
で
は
聞

こ
え
な
い
。

だ
が
、
か
つ
て
の
中
之
島
や
大
川
に
は
、
確
か
に

サ
バ
が
い
た
。
川
風
の
な
か
に
、
う
っ
す
ら
と
そ

の
香
り
が
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
現
代
の

大
動
脈
が
陸
路
な
ら
、
江
戸
時
代
の
そ
れ
は
、
水

と
道
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
た
、
手
作
業
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。（
終
）

文
／
つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

文
／
つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

文
／
つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

京
都
か
ら
伏
見
へ
、
そ
し
て
川
へ

物
流
だ
け
で
な
く
文
化
も
運
ん
だ
道

海
か
ら
川
を
越
え
、
蔵
へ

海
か
ら
川
を
越
え
、
蔵
へ

三
十
石
船
と

舟
運
マ
ニ
ュ
ア
ル
『
淀
川
便
覧
』

鯖
街
道
の
果
て
、
中
之
島
。
舟
と
蔵
が
迎
え
る
、
青
魚
の
終
着
駅

鯖
街
道
の
果
て
、
中
之
島
。
舟
と
蔵
が
迎
え
る
、
青
魚
の
終
着
駅

鯖
街
道
の
果
て
、
中
之
島
。
舟
と
蔵
が
迎
え
る
、
青
魚
の
終
着
駅

サ
バ
の
ふ
る
さ
と
、
若
狭
小
浜
の
海

陸
路
を
駆
け
る
鯖
街
道
の
70
㎞

『大川便覧』（おおかわべん
らん）
江戸時代後期（天保年間）
に高嶋春松（たかしま しゅ
んまつ）が描いた、大坂から
淀川・伏見に至る水運や川
沿いの村々、橋、渡し場を
記した木版色刷りの地誌・
案内図。（※北が上になるよ
う、天地逆で掲載）
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タキ
Çava?

と鯖

文
／
藤
澤
聡
子

文
／
藤
澤
聡
子

文
／
藤
澤
聡
子

文
／
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

文
／
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

今
号
は
「
サ
バ
の
特
集
」。
そ
し
て
、
サ
バ
と
い
え

ば
押
し
寿
司
の
バ
ッ
テ
ラ
。
そ
の
発
祥
の
地
が
南

森
町
に
あ
る
と
聞
い
て
、
行
っ
て
き
た
。
大
阪
天

満
宮
の
す
ぐ
北
に
あ
る
「
寿
司
常
」
さ
ん
。
訪
ね

た
の
は
天
満
天
神
繁
昌
亭
の
開
門
太
鼓
が
鳴
る
昼

過
ぎ
。
木
製
の
格
子
が
配
さ
れ
た
和
モ
ダ
ン
な
外

観
の
引
き
戸
を
開
け
る
と
、
白
木
の
一
枚
板
の
カ

ウ
ン
タ
ー
６
席
の
み
の
落
ち
着
い
た
空
間
が
広

が
っ
て
い
た
。
取
材
班
一
行
を
迎
え
て
く
れ
た
の

は
４
代
目
・
石
川
里
留
（
さ
と
る
）
さ
ん
。
早
速

バ
ッ
テ
ラ
を
注
文
す
る
と
、「
今
日
は
コ
ノ
シ
ロ
も

あ
り
ま
す
よ
、
ど
ち
ら
に
し
ま
す
？
」
…
…
え
、

コ
ノ
シ
ロ
？　

聞
け
ば
バ
ッ
テ
ラ
の
は
じ
ま
り
は

コ
ノ
シ
ロ
（
コ
ハ
ダ
の
成
魚
）
だ
っ
た
と
い
う
。

新
旧
の
食
べ
比
べ
が
で
き
る
と
は
な
ん
た
る
ぜ
い

た
く
。
迷
わ
ず
両
方
注
文
し
て
腰
を
下
ろ
し
た
。

「
バ
ッ
テ
ラ
は
、
初
代
が
、
大
阪
湾
で
獲
れ
た
コ
ノ

シ
ロ
を
２
枚
に
お
ろ
し
、
布
巾
で
締
め
て
売
り
出

し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。
よ
り
早
く
提
供
し
よ

う
と
木
型
を
つ
く
る
と
、
お
客
さ
ん
が
『
バ
ッ

テ
ー
ラ
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
小
舟
）
や
ん
』
と
言
い
、

初
代
が
お
も
し
ろ
が
っ
て
そ
の
名
を
寿
司
に
付
け

た
そ
う
で
す
」。

手
を
動
か
し
な
が
ら
、
立
て
板
に
水
の
ご
と
く
、

滑
ら
か
に
話
す
石
川
さ
ん
。
き
っ
と
何
千
回
と
説

明
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

な
ぜ
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
出
て
き
た
の
か
。
話
は
歴

史
へ
と
分
け
入
る
。
時
は
幕
末
。
須
磨
沖
に
ロ
シ

ア
船
デ
ィ
ア
ナ
号
が
停
泊
し
た
際
、
船
の
脇
の
小

型
ボ
ー
ト
を
「
バ
ッ
テ
ー
ラ
」
と
呼
ん
だ
記
録
が

残
る
。
大
阪
の
水
上
警
察
の
舟
も
そ
う
呼
ば
れ
て

い
た
と
か
。
今
よ
り
き
っ
と
日
常
語
に
近
か
っ
た

「
バ
ッ
テ
ー
ラ
や
ん
！
」
か
ら
は
じ
ま
っ
た
寿
司

だ
っ
た
の
だ
。

さ
て
、
押
し
寿
司
で
有
名
な
の
は
京
都
の
鯖
寿
司

と
大
阪
の
バ
ッ
テ
ラ
。
京
都
の
鯖
寿
司
は
若
狭
湾

か
ら
塩
漬
け
に
し
て
運
ば
れ
た
サ
バ
を
使
っ
た
ご

ち
そ
う
。
対
し
て
バ
ッ
テ
ラ
は
大
阪
生
ま
れ
で
名

づ
け
親
は
お
客
さ
ん
と
い
う
、
安
価
で
身
近
な
寿

司
だ
っ
た
。
石
川
さ
ん
が
詳
し
く
教
え
て
く
れ
た
。

「
や
が
て
獲
れ
る
時
期
が
か
ぎ
ら
れ
値
も
上
が
っ
た

コ
ノ
シ
ロ
に
代
わ
り
、
安
定
し
て
手
に
入
る
サ
バ

を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
石
川
さ
ん
。
今

は
国
産
に
限
定
し
、
季
節
に
合
わ
せ
、
仕
入
れ
の

た
び
に
選
び
抜
い
て
い
る
そ
う
だ
。
さ
ば
き
方
は

た
す
き
状
。
背
と
腹
の
皮
が
つ
な
が
る
よ
う
切
り

分
け
る
こ
と
で
、
両
方
の
食
感
を
一
度
に
楽
し
め

る
と
い
う
。
仕
込
ん
で
か
ら
２
、
３
日
寝
か
せ
て

な
じ
ま
せ
る
。
折
り
詰
め
に
す
る
と
端
か
ら
乾
く

た
め
、
上
に
白
板
昆
布
を
乗
せ
た
工
夫
で
、
昆
布

の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
と
サ
バ
の
イ
ノ
シ
ン
酸
の
う
ま

み
の
掛
け
合
わ
せ
が
自
然
と
生
ま
れ
る
そ
う
だ
。

「
押
し
型
は
ヒ
ノ
キ
の
一
木
造
り
。
３
代
目
が
遺
し

た
メ
モ
を
頼
り
に
自
作
し
ま
し
た
。
角
が
摩
耗
し

て
３
、
４
年
で
つ
く
り
直
す
た
め
、
今
は
木
工
職

人
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
」。

バ
ッ
テ
ラ
が
一
般
名
称
に
な
り
、
か
た
ち
も
長
方

形
の
も
の
が
主
流
に
な
る
な
か
、
４
代
目
は
も
と

も
と
の
舟
形
に
戻
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
に
は
古
き
響

き
の
「
バ
ッ
テ
ー
ラ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

バ
ッ
テ
ラ
の
来
歴
を
聞
き
な
が
ら
、
目
の
前
で
、

コ
ノ
シ
ロ
と
サ
バ
の
「
バ
ッ
テ
ー
ラ
」
が
手
際
良

く
仕
上
が
っ
て
い
く
。
舟
形
の
押
し
型
に
魚
を
敷

き
、
お
ひ
つ
か
ら
寿
司
飯
を
両
手
い
っ
ぱ
い
、
ふ

わ
っ
と
入
れ
た
。
目
分
量
の
よ
う
だ
が
一
切
は
み

出
さ
な
い
。
ふ
た
を
し
て
、
く
る
っ
、
く
る
っ
。

あ
っ
と
い
う
間
の
早
業
だ
。「
押
し
寿
司
は
日
持
ち

す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
も

普
通
の
お
寿
司
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
私
は
ふ
っ
く

ら
し
た
食
感
を
味
わ
っ
て
ほ
し
く
て
、
注
文
を
受

け
て
か
ら
つ
く
る
ん
で
す
」。

早
速
１
切
れ
頬
張
る
と
、
口
の
な
か
で
酢
飯
が
ほ

ろ
り
と
ほ
ど
け
る
柔
ら
か
さ
。
か
み
締
め
る
た
び

に
サ
バ
の
う
ま
み
と
酢
飯
の
酸
味
が
口
中
に
広
が

り
、
昆
布
の
食
感
が
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
や
っ
て

来
る
。
あ
ら
ま
ぁ
こ
れ
は
、
と
次
の
ひ
と
口
を
止

め
ら
れ
な
い
。
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
の
に
深
み
が

あ
る
。
で
き
た
て
の
押
し
寿
司
を
初
め
て
食
べ
た
。

コ
ノ
シ
ロ
と
サ
バ
を
食
べ
比
べ
、
お
い
し
い
ね
、

ど
っ
ち
が
好
き
？　

盛
り
上
が
る
一
同
。

大
満
足
で
店
を
後
に
し
た
取
材
班
一
行
。
余
韻
を

か
み
締
め
な
が
ら
商
店
街
の
雑
踏
に
消
え
ゆ
き
ま

し
た
と
さ
。（
終
）

舟
の
名
前
は
海
の
向
こ
う
か
ら

い
ざ
、
食
し
ま
す
っ
！

コ
ノ
シ
ロ
か
ら
サ
バ
へ
、

復
活
さ
せ
た
押
し
型

へ
っ
つ
い
さ
ん
で
薪
を
く
べ
て

炊
く
寿
司
飯

「
じ
つ
は
、
７
月
い
っ
ぱ
い
で
店
を
閉
め
る
ん
で

す
」。

そ
の
ひ
と
こ
と
に
、
思
わ
ず
耳
を
疑
っ
た
。

サ
バ
特
集
を
組
ん
だ
今
号
の
つ
ひ
ま
ぶ
で
、
絶
対

に
外
せ
な
い
店
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
天
満
を
語
る

な
ら
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
名
店
「
鮓
直
」。
取

材
の
お
願
い
を
し
よ
う
と
電
話
を
か
け
た
の
は
、

天
神
祭
が
終
わ
っ
て
数
日
後
の
７
月
29
日
だ
っ
た
。

す
る
と
返
っ
て
き
た
の
が
、
こ
の
知
ら
せ
だ
っ
た
。

「
７
月
末
で
閉
店
し
ま
す
」。

…
…
え
っ
、
あ
と
２
日
!?

も
ち
ろ
ん
、
誌
面
の
都
合
を
言
っ
て
い
る
場
合
で

は
な
い
。
あ
の
鮓
直
が
閉
店
す
る
。
そ
の
事
実
に
、

た
だ
た
だ
驚
く
し
か
な
か
っ
た
。

鮓
直
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
創
業
以
来
、
４
代
続

く
持
ち
帰
り
専
門
の
寿
司
店
。
天
満
が
誇
る
老
舗

で
あ
り
、
看
板
商
品
の
鯖
松
前
寿
司
は
、
ま
さ
に

名
品
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
。

最
大
の
特
徴
は
、
今
も
な
お
「
へ
っ
つ
い
さ
ん
（
か

ま
ど
）」
で
薪
を
く
べ
て
炊
く
寿
司
飯
だ
。
住
宅
街

の
真
ん
な
か
で
、
煙
を
も
く
も
く
上
げ
な
が
ら
ご

飯
を
炊
く
店
が
、
今
の
日
本
に
ど
れ
だ
け
残
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
？　

３
代
目
・
岡
部
寿
美
栄
（
す

み
え
）
さ
ん
は
、「
ご
飯
炊
き
は
、
ほ
か
の
店
に
は

で
け
へ
ん
の
や
か
ら
」
と
、
こ
の
か
ま
ど
炊
き
を

決
し
て
手
放
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
思
い
は
４
代
目
・

岡
部
芳
幸
さ
ん
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
炊
き
上
げ
ら
れ
た
寿
司
飯
は
、
粘
り
が

あ
り
、
か
む
ほ
ど
に
甘
み
が
増
す
。
型
で
押
し
た

寿
司
で
あ
り
な
が
ら
、
口
に
入
れ
る
と
ふ
わ
り
と

弾
力
を
感
じ
る
。
そ
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
素
人
で

も
は
っ
き
り
と
分
か
る
。

そ
し
て
、
そ
の
寿
司
飯
で
仕
立
て
る
鯖
松
前
寿
司

が
、
ま
た
絶
品
だ
。
ま
ず
驚
く
の
は
米
の
甘
み
。

し
め
サ
バ
と
寿
司
飯
の
間
に
は
ノ
リ
と
ワ
サ
ビ
、

上
に
は
白
板
昆
布
。
そ
れ
ぞ
れ
が
主
張
し
過
ぎ
る

こ
と
な
く
、
調
和
し
て
い
る
。

突
出
す
る
も
の
は
な
い
。
欠
け
て
い
る
も
の
も
な

い
。「
塩
梅
（
あ
ん
ば
い
）」
と
い
う
言
葉
は
、
こ

の
寿
司
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ

ど
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
サ
バ
選
び
に
も
一
切
妥
協
は
な
い
。

納
得
で
き
る
サ
バ
が
手
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
予
約

を
受
け
て
い
て
も
断
る
こ
と
が
あ
る
と
言
う
。

ひ
と
口
食
べ
れ
ば
、
ど
ん
な
仏
頂
面
も
崩
れ
る
。

破
顔
一
笑
。
そ
し
て
最
後
は
、
思
わ
ず
う
な
る
。

そ
れ
が
、
鮓
直
の
鯖
松
前
寿
司
だ
。

芳
幸
さ
ん
は
、
江
戸
末
期
に
初
代
・
岡
部
助
次
郎

さ
ん
が
掲
げ
た
の
れ
ん
と
、
そ
の
味
を
守
り
続
け

て
き
た
。

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、「
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ

味
を
守
り
抜
か
な
け
れ
ば
」
と
い
う
思
い
は
、
使

命
感
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
言
う
。
以
来
、
寿

司
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
続
け
て
き
た
。

し
か
し
、
店
を
取
り
巻
く
環
境
は
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
い
く
。
築
80
年
に
な
る
建
物
に
は
耐
震
上

の
問
題
が
あ
る
。
へ
っ
つ
い
さ
ん
も
老
朽
化
し
、

そ
れ
を
修
理
で
き
る
職
人
は
減
っ
た
。
そ
し
て
な

に
よ
り
、
納
得
で
き
る
サ
バ
そ
の
も
の
が
手
に
入

り
に
く
く
な
っ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
重
な
り
、
一
度
、
店
を
閉
じ

る
と
い
う
決
断
に
至
っ
た
。

本
来
な
ら
、
す
で
に
閉
店
し
た
店
を
つ
ひ
ま
ぶ
で

紹
介
す
る
の
は
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
天
満
と
い
う
ま
ち
に
、

１
０
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
食
文
化
を
守
り
続
け

た
店
が
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
、
記
録
と
し
て
残
し

て
お
き
た
か
っ
た
。

今
後
の
こ
と
は
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

た
だ
、
芳
幸
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

「
新
た
な
バ
ト
ン
が
ど
ん
な
か
た
ち
に
な
る
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
ら
に
心
を

尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
」。

１
０
０
年
続
い
た
物
語
は
、
こ
こ
で
い
っ
た
ん
句

読
点
が
打
た
れ
る
。
け
れ
ど
、
そ
れ
は
終
止
符
で

は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
閉
じ
た
円
は
、
い
つ

の
日
か
再
び
開
く
か
も
し
れ
な
い
。

私
た
ち
は
、
そ
の
日
を
静
か
に
待
っ
て
い
た
い
。

（
終
）

大
阪
の

歴
史
の
お
味

バ
ッ
テ
ー
ラ
。

大
阪
の

歴
史
の
お
味

バ
ッ
テ
ー
ラ
。

大
阪
の

歴
史
の
お
味

バ
ッ
テ
ー
ラ
。

１
貫
に
、

１
０
０
年
の
仕
事

１
貫
に
、

１
０
０
年
の
仕
事

１
貫
に
、

１
０
０
年
の
仕
事

大
阪
生
ま
れ
、
舟
形
育
ち
。
バ
ッ
テ
ー
ラ
を
訪
ね
て

大
阪
生
ま
れ
、
舟
形
育
ち
。
バ
ッ
テ
ー
ラ
を
訪
ね
て

へ
っ
つ
い
さ
ん
が
紡
い
だ
大
阪
の
老
舗
物
語
、
完
結

へ
っ
つ
い
さ
ん
が
紡
い
だ
大
阪
の
老
舗
物
語
、
完
結

へ
っ
つ
い
さ
ん
が
紡
い
だ
大
阪
の
老
舗
物
語
、
完
結

寿司常は、バッテラ専門店ではなく、通
常の寿司店。夜はにぎり寿司とバッテラ
のおまかせコースが人気。

寿司飯は穏やかな味付けで、白板昆布の味付けも甘過ぎ
ず。間にかまされたノリとワサビがサバに寄り添う。と
にかく一体感が素晴らしい。

1891年（明治 24）、南区（現 中央区）順慶町で創業。
1954年（昭和 29）に現在地へ。3代目が亡くなりのれん
を下ろしたが、石川さんが、2016年（平成 28）7月、再
びのれんを上げ、30年ぶりに元祖「バッテーラ」を復活させた。
「大阪で生まれたお寿司なので、もっと知ってほしいですね」。

寿司常
【所在地】天神橋 2-4-3
【tel.】 06-6351-9886
【営業】11:00～14:00（ランチ営
業／金・土・日のみ ) ／ 17:00～
21:30（ラストオーダー 21:00）
【休み】月・火・水 定休

左は今年の 7月に惜しまれつつ閉店した鮓直の外観。右は
最終日前日で多忙ななか、撮影に応じてくれた 4代目店主
の岡部芳幸さん佳代さん夫妻。この日も記念写真を撮るお
客さんが多数いた。

天
満
の

サ
バ
の
伝
統

天
満
の

サ
バ
の
伝
統

今
後
の
こ
と
は
未
定
な
れ
ど

新
し
い
バ
ト
ン
に
期
待
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文
／
西
野
仁

落
語
／
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

文
／
西
野 

仁

落
語
／
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

文
／
西
野
仁

落
語
／
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

少
な
く
て
、
平
日
の
昼
は
ど
の
店
も
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
客
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
土
日
は
人
通

り
が
な
い
。
夜
の
８
時
く
ら
い
に
は
商
店
街
は

真
っ
暗
で
し
た
。
90
年
代
に
入
っ
て
バ
ブ
ル
が
崩

壊
す
る
と
、
支
社
が
撤
退
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も

減
り
ま
し
た
。
１
９
９
７
年
（
平
成
９
）
に
Ｊ
Ｒ

大
阪
天
満
宮
駅
が
開
業
し
、
人
の
流
れ
が
変
わ
っ

て
、
天
満
宮
界
わ
い
は
少
し
ひ
っ
そ
り
し
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
」。

こ
の
界
わ
い
が
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
の
は
、

２
０
０
６
年
（
平
成
18
）
に
繁
昌
亭
が
オ
ー
プ
ン

し
て
か
ら
。「
お
客
さ
ん
が
増
え
て
、
商
店
街
で
は

土
日
も
開
け
る
お
店
が
増
え
ま
し
た
。
飲
食
店
も

増
え
て
、
か
つ
て
の
ぎ
わ
い
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
」。

井
上
さ
ん
は
、
昔
を
懐
か
し
む
よ
う
に
語
っ
て
く

れ
た
。

そ
も
そ
も
、
繁
昌
亭
は
ど
う
い
う
経
緯
で
現
在
の

場
所
に
で
き
た
の
か
？

か
つ
て
大
阪
に
は
、
落
語
を
い
つ
で
も
聞
け
る

「
定
席
」
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
戦
後
、

そ
の
灯
は
次
第
に
消
え
、
上
方
落
語
に
は
、
常
設

の
寄
席
が
な
い
時
代
が
長
く
続
い
た
。

転
機
と
な
っ
た
の
は
２
０
０
３
年
（
平
成
15
）。
桂

文
枝
師
匠
（
当
時
・
桂
三
枝
）
が
上
方
落
語
協
会

の
会
長
に
就
任
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ
ん
な
折
、

「
ど
こ
へ
行
っ
た
ら
上
方
落
語
が
聞
け
る
の
か
」
と

た
ず
ね
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
、
と
い
う
落
語
家
の

言
葉
を
き
っ
か
け
に
、
若
手
も
日
常
的
に
高
座
に

立
て
る
「
定
席
」
の
必
要
性
を
強
く
意
識
す
る
よ

う
に
な
る
。

寄
席
の
場
所
を
探
し
て
い
た
文
枝
師
匠
に
、
天
神

橋
筋
商
店
街
の
当
時
の
理
事
長
だ
っ
た
土
居
年
樹

さ
ん
が
声
を
掛
け
た
。「
大
阪
天
満
宮
の
宮
司
さ
ん

が
、
寄
席
に
す
る
な
ら
土
地
を
貸
し
て
も
い
い
と

言
っ
て
い
る
」。
そ
こ
は
大
阪
天
満
宮
北
門
東
側
の

駐
車
場
だ
っ
た
。
か
つ
て
「
天
満
八
軒
」
と
呼
ば
れ
、

寄
席
や
芝
居
小
屋
が
集
ま
っ
た
土
地
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
建
設
資
金
は
な
い
。
そ
こ
で
協
会
員
ら

が
寄
付
を
募
り
、
寄
付
者
の
名
前
を
提
灯
に
記
し

て
繁
昌
亭
の
天
井
な
ど
に
掲
げ
る
仕
組
み
を
考
案
。

落
語
会
を
開
き
な
が
ら
資
金
集
め
に
奔
走
し
、
最

終
的
に
約
２
億
４
０
０
０
万
円
が
集
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
２
０
０
６
年
９
月
15
日
、
戦
後
60
年
以

上
途
絶
え
て
い
た
上
方
落
語
の
定
席
「
天
満
天
神

繁
昌
亭
」
が
誕
生
し
た
。
大
阪
天
満
宮
、
商
店
街
、

地
域
、
そ
し
て
多
く
の
落
語
フ
ァ
ン
の
力
が
結
集

し
て
生
ま
れ
た
、
ま
さ
に
「
み
ん
な
の
寄
席
」
だ
っ

た
の
だ
。

そ
の
繁
昌
亭
の
斜
向
か
い
に
、
ケ
ル
ン
は
あ
る
。

ケ
ル
ン
に
は
若
手
落
語
家
や
落
語
フ
ァ
ン
が
集

ま
っ
て
く
る
。
高
座
で
み
ん
な
を
あ
れ
だ
け
笑
わ

せ
る
落
語
家
た
ち
は
、
舞
台
を
降
り
た
後
、
ど
ん

な
顔
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

「
高
座
に
上
が
る
前
に
、
１
人
で
ふ
ら
っ
と
入
っ

て
く
る
落
語
家
さ
ん
が
多
い
で
す
ね
。
楽
屋
で
は

１
人
に
な
れ
な
い
で
し
ょ
？　

だ
か
ら
う
ち
へ
来

て
、
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら
ス
マ
ホ
を
い
じ
っ
て

ネ
タ
を
組
ん
だ
り
し
て
、
し
ば
ら
く
す
る
と
す
っ

と
出
て
い
か
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
高
座
の
終
演

後
は
様
子
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
す
。
声
高
で
テ

ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
ま
ま
で
、
マ
イ
ク
な
し
で

も
店
内
に
響
く
よ
う
な
声
な
ん
で
す
。
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
が
出
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
若
手
で
駆
け

出
し
の
こ
ろ
は
、
ダ
メ
で
す
ダ
メ
で
す
と
話
し
て

い
た
落
語
家
さ
ん
が
、
高
座
に
上
が
る
と
急
に

バ
ー
ッ
と
順
調
に
し
ゃ
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
姿
を
見
る
と
、
噺
家
さ
ん
っ
て
本
当
に
す

ご
い
な
と
感
じ
ま
す
」。

井
上
さ
ん
は
、
落
語
家
た
ち
の
素
顔
を
見
続
け
て

き
た
わ
け
だ
。

ケ
ル
ン
に
は
、
落
語
家
だ
け
で
は
な
く
、
落
語

フ
ァ
ン
も
数
多
く
訪
れ
る
。

「
繁
昌
亭
で
高
座
を
見
終
わ
っ
て
、
興
奮
冷
め
や
ら

ぬ
ま
ま
う
ち
に
来
ら
れ
て
、
知
ら
な
い
方
同
士
で

い
き
な
り
話
し
は
じ
め
る
の
は
玄
人
さ
ん
が
多
い

で
す
ね
。
あ
の
落
語
家
、
あ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

あ
の
ネ
タ
や
っ
て
ま
し
た
ね
？
と
い
う
よ
う
な
、

マ
ニ
ア
に
し
か
分
か
ら
な
い
会
話
を
楽
し
ま
れ
て

い
ま
す
」。

繁
昌
亭
は
今
年
で
20
周
年
を
迎
え
た
。
20
年
も
経

て
ば
、
素
人
だ
っ
た
お
客
さ
ん
も
耳
の
肥
え
た
立

派
な
落
語
マ
ニ
ア
に
成
長
す
る
わ
け
だ
。
ケ
ル
ン

は
若
手
落
語
家
だ
け
で
な
く
、
お
客
さ
ん
の
成
長

も
見
て
き
た
の
だ
。

そ
ん
な
落
語
家
や
お
客
さ
ん
た
ち
に
長
く
愛
さ
れ

て
い
る
の
が
、
名
物
「
繁
昌
亭
カ
レ
ー
」
と
「
ハ
ー

フ
サ
ン
ド
セ
ッ
ト
」。
こ
れ
も
寄
席
と
ケ
ル
ン
の
つ

な
が
り
か
ら
生
ま
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
だ
。「
繁
昌
亭
カ

レ
ー
」
は
市
販
の
ル
ー
を
使
わ
ず
に
研
究
し
た
カ

レ
ー
で
、
繁
昌
亭
の
名
前
を
使
わ
せ
て
も
ら
う
た

め
に
文
枝
師
匠
に
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、「
カ
レ
ー
と

落
語
を
結
び
付
け
よ
」
と
い
う
お
題
を
課
さ
れ
た
。

悩
み
に
悩
み
、
桂
文
福
師
匠
に
お
店
の
ス
プ
ー
ン

の
カ
ト
ラ
リ
ー
袋
と
看
板
に
カ
レ
ー
の
絵
を
描
い

て
も
ら
う
と
い
う
力
業
で
お
題
を
ク
リ
ア
し
、
め

で
た
く
「
繁
昌
亭
カ
レ
ー
」
が
誕
生
す
る
。
高
座

の
前
後
に
１
人
で
食
べ
や
す
い
よ
う
に
と
生
ま
れ

た
ハ
ー
フ
サ
ン
ド
セ
ッ
ト
は
、
が
っ
つ
り
１
人
前

の
量
に
積
み
重
な
っ
て
い
て
「
こ
れ
で
ハ
ー
フ
で

す
か
？
」
と
驚
か
れ
る
そ
う
だ
。

「
鳥
や
虫
が
集
う
木
の
よ
う
に
、
ふ
ら
り
と
立
ち

寄
っ
て
羽
を
休
め
る
場
所
で
あ
っ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
ね
。
落
語
家
さ
ん
に
も
お
客
さ
ん
に
も
止

ま
っ
て
い
た
だ
け
る
木
で
あ
れ
ば
い
い
な
と
」。

さ
ぁ
、
コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に
、
マ
ス
タ
ー
が
積
み

あ
げ
た
意
志
（
石
）
に
思
い
（
重
い
）
を
寄
せ
（
寄

席
）
て
か
ら
行
こ
う
か
な
。
ひ
と
息
つ
い
た
ら
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
。
ケ
ル
ン
は
今
日
も
、
笑

い
と
人
を
つ
な
ぐ
道
し
る
べ
。
こ
こ
で
一
席
、
い

や
、
一
服
。
テ
ケ
テ
ン
！
（
終
）

さ
て
、
今
号
は
「
サ
バ
特
集
号
」。
海
の
な
い
北
区

で
サ
バ
縛
り
を
ど
う
切
り
抜
け
る
か
。
あ
る
ん
で

す
ね
ー
。
か
つ
て
桂
米
朝
師
匠
が
持
ち
ネ
タ
と
し

て
い
た
大
ネ
タ
「
地
獄
八
景
亡
者
戯
」。
あ
の
落
語

は
、
サ
バ
に
あ
た
っ
て
死
ん
で
、
冥
土
を
巡
る
お

話
。
残
念
な
が
ら
米
朝
師
匠
は
天
満
天
神
繁
昌
亭

の
舞
台
で
落
語
を
披
露
す
る
機
会
は
得
ら
れ
な
い

ま
ま
２
０
１
５
年
（
平
成
27
）
に
亡
く
な
っ
た
が
、

２
０
２
５
年
（
令
和
７
）
に
は
「
生
誕
１
０
０
年
・

没
後
10
年
」
を
記
念
し
て
、
一
門
や
上
方
落
語
協

会
の
落
語
家
た
ち
が
総
出
で
繁
昌
亭
に
て
大
規
模

埋
め
尽
く
す
落
語
家
た
ち
の
色
紙
と
、
ど
こ
か
懐

か
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が
迎
え
て
く
れ
た
。
よ

う
や
く
本
記
事
の
主
役
に
た
ど
り
着
い
た
。
サ
バ

か
ら
こ
こ
ま
で
長
か
っ
た
！
（
笑
）　

「
う
ち
は
、
１
９
７
２
年
（
昭
和
47
）
７
月
15
日
に

開
業
し
ま
し
た
。
天
神
祭
の
10
日
前
で
バ
タ
バ
タ

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
も
と
も
と
は
、
祖
父
が
天
神

橋
六
丁
目
で
食
堂
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

な
記
念
公
演
を
お
こ
な
っ
た
。
米
朝
師
匠
自
身
が

落
語
を
演
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
文
字
ど
お

り
「
額
の
向
こ
う
か
ら
」
今
も
繁
昌
亭
の
高
座
を

見
守
り
続
け
て
い
る
の
だ
。

そ
の
繁
昌
亭
を
斜
向
か
い
か
ら
見
守
っ
て
き
た
の

が
「
喫
茶
ケ
ル
ン
」。
桂
文
福
師
匠
が
描
い
た
看
板

が
目
印
の
昔
な
が
ら
の
喫
茶
店
だ
。

今
回
は
、
落
語
文
化
と
繁
昌
亭
と
天
満
天
神
に
つ

い
て
、
ケ
ル
ン
の
マ
ス
タ
ー
・
井
上
克
已
さ
ん
に

お
話
を
う
か
が
っ
た
。
扉
を
開
け
る
と
壁
一
面
を

現
在
の
場
所
へ
店
を
移
転
。
父
が
結
婚
し
た
の
を

機
に
食
堂
を
や
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、

父
は
水
道
工
事
の
職
人
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
母

に
は
喫
茶
店
で
働
い
た
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
２
人
で
相
談
し
、
今
度
は
夫
婦
で
喫
茶
店
を

は
じ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
」。

以
来
、
今
年
で
創
業
54
年
。
親
子
２
代
、
半
世
紀

に
わ
た
っ
て
、
天
満
天
神
と
と
も
に
あ
り
続
け
た
。

店
名
の
「
ケ
ル
ン
」
は
、
英
語
で
「
道
し
る
べ
」

の
意
味
。「
山
に
登
る
と
石
を
積
ん
だ
道
し
る
べ
が

あ
る
で
し
ょ
、
あ
れ
で
す
」。
１
９
７
０
年
代
に
は
、

「
ン
」
で
終
わ
る
屋
号
は
繁
盛
す
る
と
い
う
ジ
ン
ク

ス
が
あ
り
、「
ス
ワ
ン
」
や
「
モ
ン
ブ
ラ
ン
」
と

い
っ
た
店
名
の
喫
茶
店
が
多
か
っ
た
そ
う
。「
道
行

く
人
た
ち
の
道
し
る
べ
に
な
れ
ば
い
い
」
と
い
う

思
い
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

店
内
に
は
６
代
目
桂
文
枝
師
匠
（
当
時
・
桂
三
枝
）

の
道
し
る
べ
の
絵
と
と
も
に
サ
イ
ン
が
飾
ら
れ
て

い
る
。「
ケ
ル
ン
の
意
味
を
ご
存
じ
で
、
す
ぐ
に
絵

を
描
か
れ
ま
し
た
。
店
名
を
お
客
さ
ん
に
説
明
す

る
と
き
に
は
師
匠
の
色
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
」。

さ
て
、
創
業
当
時
の
天
満
天
神
は
、
ど
ん
な
様
子

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
？　

当
然
、
繁
昌
亭
は
ま
だ
な
い
。

「
当
時
、
こ
の
あ
た
り
は
銀
行
や
電
力
会
社
の
支
社

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
商
店
街
に
は
飲
食
店
が

店
名
は
「
道
し
る
べ
」

多
く
の
落
語
フ
ァ
ン
が
結
集
し
て
、

２
０
０
６
年
、
繁
昌
亭
が
誕
生

落
語
家
と
お
客
さ
ん
の

両
方
を
見
て
き
た
喫
茶
ケ
ル
ン

サ
バ
か
ら
は
じ
ま
る

冥
土
へ
の
旅
路

サ
バ
か
ら
は
じ
ま
る

冥
土
へ
の
旅
路

喫
茶
ケ
ル
ン
の
マ
ス
タ
ー
に
聞
く
、

繁
昌
亭
と
落
語
家
と
落
語
フ
ァ
ン
の
こ
と
な
ど

喫
茶
ケ
ル
ン
の
マ
ス
タ
ー
に
聞
く
、

繁
昌
亭
と
落
語
家
と
落
語
フ
ァ
ン
の
こ
と
な
ど

喫
茶
ケ
ル
ン
の
マ
ス
タ
ー
に
聞
く
、

繁
昌
亭
と
落
語
家
と
落
語
フ
ァ
ン
の
こ
と
な
ど

亡
者
だ
ら
け
の
珍
道
中

亡
者
だ
ら
け
の
珍
道
中

喫茶ケルン
【所在地】天神橋 2-4-2
【営業】10:00 ～ 18:00　水定休

サ
バ
の
刺
身
を
食
べ
て
食
あ
た
り
で
命

を
落
と
し
た
喜
六
は
、
気
づ
く
と
冥
土

の
旅
へ
と
向
か
っ
て
い
た
。
死
者
は
ま

ず
三
途
の
川
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
こ
に
は
渡
し
守
の
舟
が
あ
り
、

「
衣
服
の
重
さ
」
で
舟
賃
を
決
め
る
と
い

う
理
不
尽
な
仕
組
み
に
出
く
わ
す
。
喜

六
が
着
て
い
た
の
は
木
綿
の
着
物
で
、

料
金
は
微
々
た
る
も
の
。
見
え
を
張
っ

て
絹
物
の
着
物
で
死
ん
だ
金
持
ち
は
、

法
外
な
舟
賃
を
取
ら
れ
て
憤
慨
す
る
。

そ
う
、
地
獄
と
は
滑
稽
と
風
刺
に
満
ち

て
い
る
の
だ
。

川
を
渡
っ
た
喜
六
は
、
地
獄
の
入
り
口

で
「
亡
者
登
録
所
」
な
る
場
所
へ
案
内

さ
れ
、
閻
魔
庁
の
役
人
た
ち
に
よ
っ
て

名
前
、
生
前
の
職
業
、
罪
状
な
ど
を
事

務
的
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
。
役
人
の
口

調
は
ま
る
で
役
所
の
窓
口
そ
の
も
の
。

亡
者
た
ち
が
行
列
を
な
し
、
紙
の
書
類

が
山
積
み
に
な
っ
て
い
る
様
子
は
、
ま

さ
に
こ
の
世
の
縮
図
だ
。

次
に
喜
六
は
、
閻
魔
王
の
前
に
引
き
出

さ
れ
る
。
閻
魔
帳
に
は
、
喜
六
の
生
前

の
お
こ
な
い
が
克
明
に
記
さ
れ
て
お
り
、

「
う
そ
を
つ
い
た
回
数
」「
怒
鳴
っ
た
回

数
」「
人
を
だ
ま
し
た
回
数
」
な
ど
が
事

細
か
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
喜
六
は
必

死
に
言
い
訳
を
す
る
が
、
閻
魔
王
は
冷

淡
に
「
言
い
訳
は
通
じ
ぬ
」
と
一
蹴
。
つ

い
に
「
地
獄
行
き
」
の
判
決
が
下
さ
れ
る
。

こ
こ
か
ら
が
こ
の
落
語
の
本
番
。
喜
六

は
「
地
獄
八
景
」
と
呼
ば
れ
る
８
つ
の

地
獄
を
順
番
に
巡
る
こ
と
に
な
る
。
叫

喚
地
獄
で
は
う
め
き
声
が
響
き
わ
た
り
、

焦
熱
地
獄
で
は
亡
者
が
焼
か
れ
、
血
の

池
地
獄
で
は
血
の
海
で
溺
れ
る
。
だ
が
、

そ
れ
ら
は
た
だ
の
恐
怖
で
は
な
く
、
ど

こ
か
人
間
く
さ
い
。
例
え
ば
、
賄
賂
を

受
け
取
っ
て
い
た
政
治
家
は
湯
の
釜
で

ゆ
で
ら
れ
な
が
ら
も
、「
こ
れ
も
経
験

や
」
と
涼
し
い
顔
。
浮
気
を
重
ね
た
芸

人
は
、
女
の
鬼
に
追
い
ま
わ
さ
れ
な
が

ら
も
「
モ
テ
期
到
来
」
と
勘
違
い
す
る

始
末
。

地
獄
の
旅
で
は
、
生
前
に
因
縁
の
あ
っ

た
人
物
や
、
有
名
人
な
ど
と
再
会
し
、

彼
ら
の
罰
の
様
子
を
見
て
は
笑
い
転
げ

た
り
、
驚
い
た
り
す
る
。
亡
者
同
士
が

井
戸
端
会
議
の
よ
う
に
罪
状
を
語
り
合

い
、
鬼
た
ち
は
鬼
た
ち
で
「
残
業
が
多

い
」「
人
手
不
足
だ
」
と
ぼ
や
く
始
末
。

地
獄
で
さ
え
も
ど
こ
か
人
間
社
会
の
延

長
で
あ
る
か
の
よ
う
だ
。

途
中
、
地
獄
見
物
の
「
観
光
案
内
」
ま

で
は
じ
ま
り
、
男
は
、
焼
き
火
箸
入
り

の
み
そ
汁
や
釘
が
入
っ
た
地
獄
料
理
を

す
す
め
ら
れ
、
恐
ろ
し
い
は
ず
の
地
獄

は
ま
る
で
珍
道
中
。
地
獄
と
は
案
外

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
の
だ
。

最
終
的
に
、
喜
六
は
あ
ま
り
の
バ
カ
バ

カ
し
さ
に
「
な
ん
で
死
ん
で
ま
で
こ
ん

な
目
に
遭
わ
な
ア
カ
ン
ね
ん
！
」
と
叫

ぶ
。
す
る
と
突
然
、
夢
か
ら
覚
め
る
。

な
ん
と
す
べ
て
は
「
昼
寝
中
に
見
た
夢
」

だ
っ
た
の
だ
。
ホ
ッ
と
胸
を
な
で
下
ろ

し
た
喜
六
は
、
今
度
こ
そ
真
面
目
に
生

き
よ
う
と
反
省
…
…
し
た
か
と
思
い
き

や
、「
で
も
ま
あ
、
あ
の
料
理
は
意
外
と

う
ま
か
っ
た
な
」
と
、
地
獄
の
思
い
出

を
懐
か
し
む
よ
う
に
語
っ
て
幕
を
下
ろ

し
た
。（
終
）

「
地
獄
八
景
亡
者
戯
」

ケルン（道しるべ）が描かれた桂文
枝師匠（当時・桂三枝）のサイン。
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タキ
Çava?

と鯖

浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太
・
秋
山
暁
子

浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太
・
秋
山
暁
子

浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太
・
秋
山
暁
子

キ
タ
の
異
国
料
理
、
サ
バ
か
ら
攻
め
る

キ
タ
の
異
国
料
理
、
サ
バ
か
ら
攻
め
る

キ
タ
の
異
国
料
理
、
サ
バ
か
ら
攻
め
る

サバのピリ辛煮込み
コドゥンオチョリム
サバのピリ辛煮込み
コドゥンオチョリム
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「コドゥンオチョリム」は歌にも出るほどの国民的
なサバのおかずで、日本でいうところのサバの煮付
け。「コドゥンオ」は「サバ」、「チョリム」は「煮
込み」。ただし、韓国なので唐辛子入りのスパイ
シーなやつ。
唐辛子、コチュジャン、しょうゆベースの甘辛いタ
レのヤンニョムでサバ、大根、ジャガイモなどを
じっくり煮込む。味が染み込んだ大根と、ご飯が進
むうま辛さが激ウマ。サバの生臭さを消すために、
ニンニクやショウガをしっかり利かせたヤンニョム
で煮込むのがコツ。酒のつまみにも◎
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もんぱーる
曾根崎 2-14-7
グランデ曽根崎 1F
tel ／ 06-6314-1025
営業／ 18:00 - 00:00
定休日／日・祝

近世からの歓楽街・曽根崎の一
番深い場所にある、隠れ家的な
韓国居酒屋。韓国料理のみなら
ず、すき焼きやはらみ鍋、焼肉
などの肉料理もめちゃくちゃお
いしい。無論、なにを食べても
おいしいおふくろの味な店は、
アスリートのお客さんが多いこ
ともあって、コースなどを注文
したときのボリュームがハンパ
ない。写真は、名物はらみ鍋。
お店は要予約。
店主は曽根崎地域を中心とした
地域猫活動にも取り組んでおら
れる。

シナソス
堂山町 17-22  1F
営業／
11:30～15:00（L.O.14:30）
17:00～23:30（L.O.23:00）
定休日／火

トルコ料理の魅力をたっぷり味
わえる「シナソス」。料理はす
べてハラールで、ラム肉をはじ
め、豆や野菜をふんだんに使っ
た料理が楽しめる。ヨーグルト
を料理に多用するのもトルコな
らでは。爽やかな酸味が肉料理
や野菜料理の味を引き立てる。
そして、トルコ料理といえばケ
バブ！　シナソスでは、トルコ
の炉端「オジャックバシ」スタ
イルで、小ぶりのシシケバブを
香ばしく焼き上げる。肉のうま
みを存分に味わえる本場の味を、
気軽に楽しめる一軒です。キタ
にある唯一のトルコ料理店！

材料（2 人分）
塩サバ：2 切れ 　 （200g）
ターメリック：　　小さじ 1
レモングラス：　 （微塵）2 本
ニンニク：大 1 片
唐辛子：1/2 本
米油：適量
粗挽きコショウ：  適量
レモンくし切り：  適量
パクチー：適量
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ベトナムから日本に仕事に来て
いるトゥイさんに、サバを使っ
た故郷の自慢の料理を教わりま
した。
ターメリックやレモングラスな
どを魚にまぶして、調理する料
理があるんですと。今回は、塩
サバを使ってアレンジ。塩サバ
をターメリック、レモングラス、
ニンニクでマリネしてから揚げ、
さらにレモングラスとニンニク
も一緒に香ばしく揚げて、サバ
にたっぷり振りかけます。レモ
ングラスの爽やかな香りと、ニ
ンニクの香ばしさがサバのうま
みを引き立て、箸が止まらなく
なるおいしさ。レモングラスや
ターメリックは、今ではスー
パーでも手軽に手に入るものに
なったので、それほどハードル
の高いものではなくなりました。
冷めてもおいしいので、お弁当
のおかずにもおすすめ。
サバは、水気を拭き取り、3 等
分し、ターメリックを全体にま
ぶした後に、ラップをして冷蔵
庫で 1 時間置くのがコツ。
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サバのベッカフィーコサバのベッカフィーコサバのベッカフィーコ
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材料（2 人分）
サバの開き（骨なし）：4 枚
パン粉：50g
レーズン：25g
松の実：25g
ニンニク：1 片
イタリアンパセリ：適量
エキストラバージンオリー
ブオイル：適量
レモン：1/2 個（果汁と皮）
塩：適量
黒コショウ：適量
砂糖：小さじ 1（お好みで）
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アンドレア・ラオス館長いわく、イ
タリアではサバは非常に庶民的な魚。
缶詰が多く、大きめのイワシサイズ
に見えます。
ラオス館長も好物！と教えてもらっ
たのは、シチリア地方の「ベッカ
フィーコ」。使うのは、生サバ。パ
ン粉にレーズンや松の実、ニンニク、
イタリアンパセリを加え、ミキサー
にかけます。塩コショウやオリーブ
オイルを加えてよく混ぜて、詰めも
のをつくります。レーズンはぬるま
湯に漬けて柔らかくしておきましょ
う。開いたサバのおなかに詰めもの
を挟んでギュッとかたちを整えたら、
オーブンで 20 分ほど焼けば完成。
硬くなったパンをパン粉にして、お
いしく食べられるよう工夫されてい
るのが、このベッカフィーコ。古い
パン粉は炒めて使います。日本の

「もったいない」の精神に通じるも
のがありますね。
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イタリア文化会館-大阪
中之島 2-3-18 中之島フェス
ティバルタワー 17F

ラオスさんが館長を務めるイタ
リア文化会館 -大阪は、イタリ
ア外務・国際協力省の機関。イ
タリア文化の普及と日伊文化交
流の振興を目指しています。
文学・音楽・映画などのイベン
トを、西日本各地で開催するほ
か、イタリア語講座や文化講座
を開催。11～ 12 月は冬学期
の申込期間。ゼロからはじめた
い方向けの無料体験レッスンも
あるそう。イタリアのカフェ文
化や美術史を学ぶセミナーなど、
興味をそそられるものがたくさ
ん。
ラオス館長の出身は北イタリア。
サバとグリーンピースをオリー
ブオイルと塩で味付けして煮込
んだ北イタリアの郷土料理もあ
るそうです。地中海は閉じられ
た海。魚の味が濃いのだとか。

故郷の味、サバのレモングラス
揚げを紹介してくれたベトナム
人 女 性 の Thu Thuy（ト ゥ・
トゥイ）さん（右）の夢は、ベ
トナム語と日本語の通訳者にな
ること。その夢を叶えるために
来日し、日本語を学んでいる。
「日本語の勉強のために、なに
かボランティアをしたい」と社
会福祉協議会を訪ねたことを
きっかけに、観光客に梅田のま
ちを案内するボランティアに参
加。日本の神社仏閣にも関心が
あり、東大寺の大仏殿や京都の
南禅寺にも足を運んだそう。
そんなトゥイさんだが、じつは
取材時にはすでに帰国が決まっ
ていた。ホーチミン市の大学院
への進学が決まり、ベトナム在
住の外国人にベトナム語を教え
る先生への道を選んだのだとか。
夢の実現へ向かって、がんばれ、
トゥイさん！
左は、ひと足先に帰国した同僚
の Maia Nguyen（マイ・アイ
ン）さん。保育士さんです。

材料（2 人分）
塩サバ：2 切れ（200g）
ピーナツバター（無糖）：適量
トマト缶 : 1 缶
タマネギ : 中 1〜2 個
ショウガ：１片
ニンニク : 2〜3 片
唐辛子 : 1〜2 本
鶏ガラスープ : 3 カップ
塩 : 適量
マギーブイヨン : 1〜2 個
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ガーナ共和国はアフリカ大陸の
西海岸に位置するイギリス連邦
加盟国です。
サバをはじめ魚は豊富で、フラ
イやグリルなどのほか、干し魚
やスモークもあるとか。
今 回 教 え て い た だ い た の は、

「トマトのライトスープ」。サバ
だけでなく鶏肉や牛肉などと
ミックスし、ときにはハチノス

（腸）などのモツも一緒に煮込
むこともあるとか。味付けは、
タマネギ、ショウガ、ニンニク、
トマトなど。さっぱりしつつも
うまみの深いスープなのだそう。
ぶつ切りにしたサバを入れるこ
とで、いい出汁が出て日本人に
も食べやすい味になりますね。
驚きなのは、ピーナツバターを
加えること。トマトの酸味が和
らぎ、深いコクが生まれるとか。
味が想像つかない！　ぜひ食べ
てみたいものですね。
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ガーナ出身の O.T. さんとミチ
コさんは、茶屋町の梅田ロフト
（閉店）近くのヘアサロンの 1
周年記念パーティきっかけで知
り合われたとか。
2008 年（平成 20）に来日さ
れた O.T. さんは、当時も今も
英語教師。当時は中崎町にお住
まいだった。「若いころはお店
がたくさんある梅田や中崎町が
良かったが、年を重ねると自然
のある場所がいい」と、現在は
西宮に。4 人の子どもたちと 6
人家族。「ガーナでは子ども 4
人は普通ね」。
ガーナの主食は、フフ。ゆでた
キャッサバ芋と青バナナを臼と
きねでついてつくる、お餅のよ
うなものだ。パウダー状のもの
は日本では手に入るものの、品
質のいいものは入手が困難なの
だそうで、奥さんのミチコさん
は苦労されているとか。「ライ
トスープはフフと一緒に食べる
とおいしいのに！」。

材料（2 人分）
フランスパン：18cm
塩サバ 3 枚おろし：1 枚 (85g)
紫タマネギ：1/4 個 (50g)
トマト：1/2 個 (100g)
サニーレタス：1 枚 (25g)
サラダ油：小さじ 1
塩コショウ：少々
有塩バター：10g

付け合わせ
レモンくし形切り：1 切
ピクルス：適量
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サニーレタス：1 枚 (25g)
サラダ油：小さじ 1
塩コショウ：少々
有塩バター：10g
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塩コショウ：少々
有塩バター：10g

付け合わせ
レモンくし形切り：1 切
ピクルス：適量

サバサンド（バルック・エキメッキ）。つくり方はカンタン。焼いたサバと野菜
をパンに挟み、レモンと塩でシンプルに味付けしたトルコ・イスタンブール発祥
の名物 B 級グルメだ。
トルコ語で魚を意味する「バルック」とパンを意味する「エキメッキ」を合わせ
て「Balık Ekmek」と呼ばれている。19 世紀中ごろ、イスタンブールのエミノ
ニュ地区で、漁師が船上でサバを焼いて売ったのがはじまりだとか。
半身を 1/2 ほどにカットし、生野菜と一緒にバンズに挟んで、豪快にかぶりつく。

「トゥルシュ」と呼ばれるトルコ風のピクルスと一緒に食べ、漬け汁も合わせて
楽しむのが地元流だ！

サバサンド（バルック・エキメッキ）。つくり方はカンタン。焼いたサバと野菜
をパンに挟み、レモンと塩でシンプルに味付けしたトルコ・イスタンブール発祥
の名物 B 級グルメだ。
トルコ語で魚を意味する「バルック」とパンを意味する「エキメッキ」を合わせ
て「Balık Ekmek」と呼ばれている。19 世紀中ごろ、イスタンブールのエミノ
ニュ地区で、漁師が船上でサバを焼いて売ったのがはじまりだとか。
半身を 1/2 ほどにカットし、生野菜と一緒にバンズに挟んで、豪快にかぶりつく。

「トゥルシュ」と呼ばれるトルコ風のピクルスと一緒に食べ、漬け汁も合わせて
楽しむのが地元流だ！

サバサンド（バルック・エキメッキ）。つくり方はカンタン。焼いたサバと野菜
をパンに挟み、レモンと塩でシンプルに味付けしたトルコ・イスタンブール発祥
の名物 B 級グルメだ。
トルコ語で魚を意味する「バルック」とパンを意味する「エキメッキ」を合わせ
て「Balık Ekmek」と呼ばれている。19 世紀中ごろ、イスタンブールのエミノ
ニュ地区で、漁師が船上でサバを焼いて売ったのがはじまりだとか。
半身を 1/2 ほどにカットし、生野菜と一緒にバンズに挟んで、豪快にかぶりつく。

「トゥルシュ」と呼ばれるトルコ風のピクルスと一緒に食べ、漬け汁も合わせて
楽しむのが地元流だ！

サバサンドサバサンドサバサンド
turkey大

阪
・
キ
タ
は
、
世
界
の
料
理
が
集
ま
る
ま
ち
。
サ
バ
だ
っ
て
世
界
各
地
の
食
べ
方
で
楽
し
め
る

は
ず
！　

香
辛
料
を
利
か
せ
た
り
、
煮
込
ん
だ
り
、
揚
げ
た
り
、
パ
ン
や
ご
飯
と
合
わ
せ
た
り
…
…

海
を
越
え
れ
ば
、
サ
バ
の
表
情
は
も
っ
と
も
っ
と
広
が
る
と
い
う
も
の
。
そ
こ
で
今
回
は
、
キ
タ

で
出
合
え
る
世
界
の
サ
バ
料
理
を
巡
っ
て
み
た
。
い
つ
も
の
サ
バ
が
、
見
知
ら
ぬ
国
の
一
皿
に
変

わ
る
。
そ
ん
な
驚
き
と
発
見
を
楽
し
み
な
が
ら
、
さ
あ
、
あ
な
た
も
サ
バ
料
理
の
世
界
旅
行
へ
出

か
け
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

材料（2 人分）
サバ：１匹
大根：120ｇ
ジャガイモ：大１個
長ネギ：40ｇ

（味付け出汁）
唐辛子：大さじ 2
しょうゆ：大さじ 3
みりん：大さじ 2
砂糖：小さじ 1
料理酒：大さじ 1
ショウガおろし：5ｇ
ニンニクおろし：３片
煮干しの出汁：200ｍl
コチュジャン：適量

サ
バ
で
世
界
一
周

サ
バ
で
世
界
一
周

サ
バ
で
世
界
一
周
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タキ
Çava?

と鯖

yoiyoi akiko

O
saka M

etro

「
南
森
町
駅
」
か
ら
南
へ
歩
い
て
約

10
分
。
天
神
橋
手
前
の
路
地
を
西
へ
曲
が
る
と
、
モ

ダ
ン
な
蔵
が
見
え
て
く
る
。
こ
こ
が
、
ゴ
マ
メ
ー

カ
ー
「
和
田
萬
」
の
直
営
店
だ
。

店
先
に
は
ゴ
マ
の
苗
が
並
び
、
８
月
中
旬
の
取
材
時

に
は
、
優
し
い
ピ
ン
ク
の
花
が
咲
い
て
い
た
。
そ
の

隣
に
は
名
物
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ご
ま
や
ん
」
の
オ
ブ

ジ
ェ
。
路
地
裏
で
突
然
出
会
う
に
は
、
な
ん
と
も
気

に
な
る
た
た
ず
ま
い
だ
。
築
３
０
０
年
以
上
の
蔵
を

リ
ノ
ベ
し
た
店
内
に
入
る
と
、
落
ち
着
い
た
照
明
の

空
間
に
、
約
１
０
０
種
類
の
ゴ
マ
商
品
が
ず
ら
り
。

乾
物
・
調
味
料
好
き
の
私
に
は
、
た
ま
ら
な
い
。

北
区
で
働
き
は
じ
め
て
３
年
目
。
ま
だ
ま
だ
北
区
初

心
者
の
私
に
、
編
集
ス
タ
ッ
フ
が
「
北
区
に
は
和
田

萬
さ
ん
が
あ
る
よ
！
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
早
速

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
以
前
食
べ
た

金
ゴ
マ
の
味
が
口
の
な
か
に
よ
み
が
え
っ
た
。「
あ
の

と
き
の
お
い
し
い
ゴ
マ
は
、
和
田
萬
さ
ん
だ
っ
た
の

か
！
」。
知
ら
な
か
っ
た
北
区
の
店
と
、
以
前
か
ら
好

き
だ
っ
た
味
が
つ
な
が
っ
た
。

和
田
萬
は
１
８
８
３
年
（
明
治
16
）
創
業
。
初
代
・

萬
次
郎
が
乾
物
問
屋
を
は
じ
め
、
３
代
目
・
栄
三
の

こ
ろ
か
ら
「
日
本
の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
も
の
」
と

「
自
分
た
ち
で
価
値
を
高
め
ら
れ
る
も
の
」
と
し
て
、

ゴ
マ
を
主
に
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
じ
つ
は
、

日
本
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
ゴ
マ
の
99
・
９
％
は
輸
入

さ
れ
た
も
の
。
栽
培
か
ら
収
穫
、
選
別
ま
で
機
械
化

が
難
し
く
、
手
作
業
が
中
心
な
の
だ
そ
う
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
「
黄
金
香
り
ご
ま
」。
１
番
人
気

の
商
品
で
、
深
め
の
焙
煎
と
〝
つ
き
ご
ま
方
式
〞
が

特
徴
だ
。
ゴ
マ
は
細
か
く
す
り
つ
ぶ
す
と
油
分
が
な

く
な
り
、
パ
サ
つ
い
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
餅
つ
き

の
よ
う
に
き
ね
と
臼
で
ゴ
マ
を
つ
く
。
油
分
を
残
し

粗
め
に
仕
上
げ
る
こ
と
で
、
コ
ク
の
あ
る
味
わ
い
と
、

ゴ
マ
の
存
在
感
が
あ
る
食
感
に
仕
上
が
る
そ
う
だ
。

「
職
人
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
な
ん
で
す
」。〝
ひ
と
り
広

報
部
〞
の
榊
原
恵
理
華
さ
ん
が
、
試
食
を
出
し
な
が

ら
教
え
て
く
れ
る
。
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は

「
黄
金
香
り
ご
ま
」
と
「
国
産
金
す
り
ご
ま
」。
食
べ

比
べ
る
と
、
風
味
の
違
い
が
は
っ
き
り
分
か
る
。
国

産
は
あ
っ
さ
り
と
し
た
味
わ
い
。
一
方
、
黄
金
香
り

ご
ま
は
、
香
ば
し
く
濃
厚
。
こ
の
お
い
し
さ
を
支
え

て
い
る
の
が
、
和
田
萬
こ
だ
わ
り
の
焙
煎
技
術
だ
。

和
田
萬
で
は
、
ゴ
マ
の
状
態
か
ら
気
温
や
湿
度
ま
で
、

職
人
が
付
き
っ
き
り
で
細
か
な
見
極
め
を
重
ね
な
が

ら
焙
煎
す
る
。
ム
ラ
が
出
な
い
よ
う
少
量
ず
つ
、

ふ
っ
く
ら
と
。

「
鮭
フ
レ
ー
ク
に
ご
ま
油
を
か
け
て
、
ゴ
マ
を
振
り
か

け
た
ご
は
ん
は
絶
品
で
す
よ
」「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー

メ
ン
に
か
け
る
と
お
い
し
い
し
、
栄
養
価
も
ぐ
ん
と

上
が
り
ま
す
」。「
黄
金
香
り
ご
ま
」
の
お
す
す
め
の

食
べ
方
を
聞
く
と
、
次
々
に
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る
。

し
か
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
イ
チ

推
し
が
違
う
と
い
う
。
そ
し
て
、
店
内
で
気
に
な
っ

た
商
品
を
試
食
で
き
る
。
自
分
の
舌
で
確
か
め
て
、

好
き
な
味
を
選
ん
で
ほ
し
い
。
そ
ん
な
、
さ
り
げ
な

い
心
遣
い
が
あ
る
。

「
黄
金
香
り
ご
ま
」
は
、
小
ぶ
り
で
手
渡
し
や
す
い
の

も
あ
り
が
た
い
。
誰
か
の
家
を
訪
ね
る
と
き
に
、「
北

区
に
こ
ん
な
お
店
が
あ
っ
て
ね
」
と
ひ
と
こ
と
添
え

て
渡
し
た
く
な
る
。
そ
こ
で
教
え
て
も
ら
っ
た
食
べ

方
も
一
緒
に
伝
え
た
い
。
11
月
５
日
は
「
ご
ま
の
日
」。

こ
れ
か
ら
は
鍋
の
季
節
。
次
は
「
大
阪
ご
ま
ぽ
ん
ず
」

を
買
い
に
行
こ
う
か
。（
川
人
愛
子
）

「
こ
れ
、
北
区
に
あ
る
お
店
な
ん
で
す
」
と

渡
し
た
く
な
る

１
４
０
年
続
く
老
舗
、

和
田
萬
の
「
黄
金
香
り
ご
ま
」

「
こ
れ
、
北
区
に
あ
る
お
店
な
ん
で
す
」
と

渡
し
た
く
な
る

１
４
０
年
続
く
老
舗
、

和
田
萬
の
「
黄
金
香
り
ご
ま
」

「
こ
れ
、
北
区
に
あ
る
お
店
な
ん
で
す
」
と

渡
し
た
く
な
る

１
４
０
年
続
く
老
舗
、

和
田
萬
の
「
黄
金
香
り
ご
ま
」

キ
タ
のキ

タ
の　

み
や
げ

え

え
も
ん

手

ごま和田萬 萬次郎蔵
菅原町９-５
10：00～18：00
定休日無し
（夏季・冬季休業を除く）

魚
が
さ
ば
け
た
ら
か
っ
こ
い
い
や
ろ
な
ぁ
。せ
っ
か

く
の「
鯖
号
」な
の
で
、
取
材
に
か
こ
つ
け
て
サ
バ
の

さ
ば
き
方
を
教
え
て
も
ら
お
う
と
、
天
満
市
場
「
ぷ

ら
ら
て
ん
ま
」
地
下
１
階
の
鮮
魚
店
「
お
魚
屋
さ
ん

か
ぎ
や
」さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

「
か
ぎ
や
」さ
ん
で
は
、
魚
食
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、
子
ど
も
た
ち
に
魚
を
無
償
提
供
し
て
さ
ば
く
体

験
を
届
け
る
「
お
魚
こ
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
な
ど
の

企
画
を
実
施
。希
望
す
れ
ば
、
店
頭
で
魚
を
さ
ば
く

様
子
を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

今
回
、
指
導
し
て
く
れ
た
の
は
、
鮮
魚
加
工
責
任
者

の
内
間
裕
作
さ
ん
。１
日
に
30
〜
50
匹
の
魚
を
さ
ば

く
プ
ロ
で
す
。「
サ
バ
は
骨
が
硬
い
の
で
、
さ
ば
き
や

す
い
で
す
よ
。失
敗
し
た
ら
ミ
ン
チ
に
し
ま
し
ょ

う
」と
笑
顔
で
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
サ
バ
と
ご
対
面
。ふ
っ
く
ら
と
美
し
い
シ
ル

エ
ッ
ト
の
マ
サ
バ
で
す
。「
夏
は
ゴ
マ
サ
バ
、
秋
に
は

マ
サ
バ
が
流
通
し
ま
す
」。取
材
を
し
た
の
は
８
月

末
。ひ
と
足
早
く
秋
の
味
覚
に
出
合
え
ま
し
た
。

「
で
は
、
頭
を
落
と
し
て
み
ま
し
ょ
う
」と
促
さ
れ
る

も
、
生
き
た
姿
そ
の
ま
ま
の
魚
に
刃
を
入
れ
る
こ
と

が
た
め
ら
わ
れ
ま
し
た
。「
命
を
い
た
だ
く
」と
い
う

実
感
が
想
像
以
上
に
重
い
！　

意
を
決
し
て
１
刀

目
を
入
れ
る
と
…
あ
れ
、
皮
が
硬
く
て
切
れ
な
い
。

そ
こ
か
ら
は
た
め
ら
い
も
忘
れ
て
必
死
で
す
。

頭
を
落
と
し
て
内
臓
を
取
り
、
血
合
い
を
丁
寧
に
洗

い
流
し
ま
す
。身
を
切
る
コ
ツ
は
、
包
丁
を
サ
バ
と

平
行
に
し
て
、
力
を
入
れ
ず
に
ス
ー
ッ
と
優
し
く
引

く
こ
と
。押
し
切
る
と
身
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

小
ま
め
に
刃
を
拭
い

て
お
く
と
、
切
る
と

き
に
身
が
引
っ
か
か

ら
ず
、
き
れ
い
な
３

枚
お
ろ
し
に
仕
上
が

り
ま
す
。

さ
ば
い
た
サ
バ
の

身
に
加
え
て
、
カ
マ

と
中
骨
も
持
ち
帰

ら
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。「
焼
い
て
み
そ
汁
に
入
れ
る
と
い
い
出
汁
が

出
ま
す
。余
す
こ
と
な
く
食
べ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
内
間
さ
ん
。魚
の
ア
ラ
で
出
汁
を
取
る
習
慣
が
な

い
私
で
す
が
、自
分
の
手
で
さ
ば
く
と「
全
部
、し
っ

か
り
い
た
だ
か
ね
ば
」と
自
然
と
思
え
ま
し
た
。

帰
宅
後
、
身
は
塩
焼
き
に
、
カ
マ
と
中
骨
は
み
そ
汁

に
。口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
う
ま
み
を
味
わ
い
な
が

ら
、今
日
向
き
合
っ
た
サ
バ
の
姿
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

魚
を
さ
ば
く
と
い
う
と
難
し
く
思
え
ま
す
が
、
魚
が

「
食
べ
も
の
」
に
な
る
ま
で
の
時
間
を
し
っ
か
り
と

感
じ
ら
れ
ま
す
。息
子
が
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た

ら
、
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
終
）

天
満
で
４
代
続
く
鮮
魚
店
「
お
魚
屋
さ
ん
か
ぎ
や
」
さ
ん
に
聞
い
て
み
た

天
満
で
４
代
続
く
鮮
魚
店
「
お
魚
屋
さ
ん
か
ぎ
や
」
さ
ん
に
聞
い
て
み
た

サ
バ
の
サ
バ
き
か
た

サ
バ
の
サ
バ
き
か
た

お魚屋さん かぎや 

1935 年（昭和 10）創業。
３年前にリニューアルし
た店内は清潔感があり、
鮮魚店になじみのない人
でも立ち寄りやすい。「子
どもたちが目で見て楽し
めるように」と店頭には
さまざまな魚がそのまま
の姿で並ぶ。フィッシュ
アドバイザー（通称、お
魚王子！）からおすすめ
の調理法などを教えても
らえるのも「かぎや」さ
んならではの魚の楽しみ
方。 

尻尾から頭に向かってなでるように刃先を
滑らせる。刃に付いたうろこは都度拭き取
る。取り切れていないと食べたときに口に
残るので、非常に大切な工程。 

身をひっくり返して、背側を尾から頭に向
かって切っていく。添える手は平たく、サ
バを包むように押さえると安定する。 

胸びれと腹びれを頭側に残し、身のぎりぎ
りのところを切る。骨に当たったら包丁を
立て、力を入れて切り落とす。次に、頭か
ら肛門まで切り込みを入れる。

もう半身は背中→腹の順でおろしていく。
同じ作業を繰り返すので、少し慣れてきて
包丁さばきがスムーズに。 

頭をひねって内臓を取り、残りは手でかき
出す。血合いは歯ブラシで丁寧に取る。身
を真水に当て過ぎないよう手早く洗う。

所要時間は約 10 分。プロは 3 分ほどで 1
匹をさばく。中骨に残った身を比べると、
プロのものはほとんど身が付いておらず、
骨が透けて見えるほど。さすがです。 

尻尾を落とし、肛門から尾までを中骨に
沿って切る。中骨は尻びれの延長にあるの
で、尻びれの上に包丁を入れる。カリカリ
と刃が骨に当たる感触がある。

新
御
堂
筋
の
高
架
の
す
ぐ
西
側
、
旧
大
阪
北
小
学
校

の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
タ
ワ
マ
ン
の
南
の
三
角
地
に
、

「
一
寸
い
っ
ぱ
い
」
と
誘
惑
し
て
く
る
提
灯
が
掛
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
な
か
は
ど
ん
な
か
ん
じ
？　
そ
っ
と

扉
を
開
け
て
み
る
と
、
私
と
同
世
代
っ
ぽ
い
男
性
が
、

に
こ
や
か
に
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
支
配
人
、
松

浦
知
弘
さ
ん
で
す
。

こ
こ
「
曽
根
崎　
松
浦
商
店
」
は
、
業
務
用
酒
店
が

営
む
「
酒
屋
さ
ん
の
立
ち
呑
み
」。
わ
ず
か
３
坪
の
店

内
は
、
定
員
８
名
。
ほ
ん
ま
に
？　
４
〜
５
人
も
入

れ
ば
満
員
で
は
？　
で
も
、
そ
ん
な
店
内
に
最
高
21

人
が
入
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
伝
説
？
も
ま
た
、

酒
の
ア
テ
に
な
っ
て
楽
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。も
は
や
、

満
員
電
車
で
飲
ん
で
る
か
ん
じ
？

そ
ん
な
松
浦
商
店
の
ル
ー
ツ
は
大
淀
。
知
弘
さ
ん
の

お
父
さ
ん
の
実
家
が
大
淀
で
酒
店
を
営
ん
で
い
た
そ

う
。
そ
の
後
、
次
男
だ
っ
た
お
父
さ
ん
は
１
９
６
７

年
（
昭
和
42
）、
曽
根
崎
公
設
市
場
で
酒
店
を
開
業
し

ま
し
た
。「
公
設
市
場
で
育
っ
た
よ
う
な
も
ん
、
市
場

の
み
ん
な
が
声
を
掛
け
て
く
れ
た
」
と
、
知
弘
さ
ん
。

し
か
し
公
設
市
場
は
民
営
化
さ
れ
、
そ
し
て
２
０
１

１
年
（
平
成
23
）
に
は
閉
鎖
。
そ
れ
と
と
も
に
市
場

内
で
の
酒
店
営
業
を
終
了
し
ま
し
た
。
一
度
は
曽
根

崎
を
離
れ
た
も
の
の
、
縁
あ
っ
て
、
松
浦
家
は
再
び

曽
根
崎
の
地
で
営
業
す
る
こ
と
に
。「
飲
食
店
を
し
て

み
た
か
っ
た
」。
そ
ん
な
知
弘
さ
ん
の
思
い
も
あ
り
、

は
じ
ま
っ
た
の
が
こ
の
角
打
ち
で
す
。

と
、
そ
こ
に
「
開
い
て
る
〜
」
と
入
っ
て
き
た
キ
レ

イ
な
お
姉
さ
ん
は
、
聞
く
と
、2024 M

iss SAKE 
Japan

グ
ラ
ン
プ
リ
の
南
侑
里
さ
ん
。
先
日
、

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
ス
ナ
ッ
ク
ゆ
り
」
の
取
材

で
来
て
、
今
晩
は
そ
の
お
礼
に
。
こ
れ
は
奇
遇
。
い

や
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
？　
み
ん
な
一
緒
に
、
カ

ン
パ
ー
イ
！

店
内
の
冷
蔵
庫
に
は
、
見
た
こ
と
の
な
い
タ
カ
ラ

can

チ
ュ
ー
ハ
イ
が
ず
ら
り
。
他
に
も
、
こ
こ
だ
け

の
角
ハ
イ
ボ
ー
ル
と
か
、
こ
こ
だ
け
の
日
本
酒
と
か
、

知
弘
さ
ん
の
愛
と
知
の
結
晶
み
た
い
な
お
酒
を
、
惜

し
げ
も
な
く
ど
ん
ど
ん
す
す
め
て
く
れ
る
ん
で
す
。

ど
ー
な
っ
て
る
の
⁉　
え
ー
、
次
は
な
に
に
し
よ
う
か
な
♡

そ
し
て
酒
の
ア
テ
。酒
飲
み
の
心
を
く
す
ぐ
る
ス
ナ
ッ

ク
が
ず
ら
り
と
壁
に
掛
か
っ
て
い
ま
す
。自
分
で
取
っ

て
申
告
す
る
シ
ス
テ
ム
も
気
楽
で
い
い
。
入
り
口
付

近
に
は
、
松
浦
家
の
手
づ
く
り
お
総
菜
の
メ
ニ
ュ
ー

が
書
か
れ
た
付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。「
お
と
ん
が

遺
し
て
た
レ
シ
ピ
で
、
お
か
ん
が
つ
く
っ
て
持
っ
て

く
る
ん
で
す
」。
知
弘
さ
ん
が
店
の
前
で
燻
し
た
チ
ー

ズ
や
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
も
外
せ
な
い
。
ポ
テ
チ
の
燻
製
？

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
徐
々
に
常
連
さ
ん
が

集
ま
り
は
じ
め
ま
す
。
混
雑
気
味
の
店
内
を
見
れ
ば
、

「
私
そ
っ
ち
で
い
い
わ
」
と
店
主
側
に
位
置
を
取
り
、

慣
れ
た
様
子
で
飲
み
は
じ
め
る
女
性
。
そ
れ
ぞ
れ
が

居
場
所
を
確
保
で
き
、
程
よ
い
距
離
感
で
飲
め
る
空

間
が
、
い
ち
げ
ん
さ
ん
を
も
旧
知
の
仲
で
あ
っ
た
か

の
よ
う
に
近
づ
け
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

「
常
連
さ
ん
の
年
齢
っ
て
、
店
主
と
だ
い
た
い
合
っ
て

き
ま
す
よ
ね
」
と
知
弘
さ
ん
。
年
齢
だ
け
で
な
く
人

柄
ま
で
も
、
店
主
に
合
っ
て
い
る
の
で
は
？
と
感
じ

る
温
か
く
楽
し
い
お
客
さ
ん
に
囲
ま
れ
て

飲
む
酒
、良
き
。
も
ち
ろ
ん
「
一
寸
」
じ
ゃ

済
ま
な
く
て
、
帰
り
は
ご
機
嫌
、
千
鳥
足
。

／
ピ
ィ
、
ピ
ィ
♪
＼（
終
）

こ
こ
は
曽
根
崎

３
坪
に
詰
ま
る
酒
♡
愛

こ
こ
は
曽
根
崎

３
坪
に
詰
ま
る
酒
♡
愛

こ
こ
は
曽
根
崎

３
坪
に
詰
ま
る
酒
♡
愛

曽根崎 松浦商店
曾根崎 2-10-28
Tel：06-6314-5515
17:30 ～ 21:00（土／ 17:00-20:00）
定休日：日・祝

暁
子

角
打
ち

放
浪
記 の

魚
好
き
の
３
歳
息
子
に
自
分
が
さ
ば
い
た
魚
を
食
べ
さ
せ
た
い
ワ
ー
マ
マ
の

寺
井
は
る
か

魚
好
き
の
３
歳
息
子
に
自
分
が
さ
ば
い
た
魚
を
食
べ
さ
せ
た
い
ワ
ー
マ
マ
の

寺
井
は
る
か

　うろこ取り　うろこ取り　うろこ取り 　背側をおろす　背側をおろす　背側をおろす

　頭を落とす　頭を落とす　頭を落とす 　3 枚にする　3 枚にする　3 枚にする

　洗う　洗う　洗う 　完成！　完成！　完成！

　腹側をおろす　腹側をおろす　腹側をおろす

池田町 3-1 ぷららてんまB1F
月～土／ 8:00 ～ 16:00
水／ 8:00 ～ 15:00
日／ 8:00 ～ 13:00　

よく脂ののった佐賀で獲れたマサバ 

ふっくらおいしく仕上がった塩焼きと

サバのアラで出汁を取ったみそ汁！

ふっくらおいしく仕上がった塩焼きと

サバのアラで出汁を取ったみそ汁！

ふっくらおいしく仕上がった塩焼きと

サバのアラで出汁を取ったみそ汁！

刃先が使えてない（涙）

斜めになってる…

添えてる手が恐る恐る

ご指導
ありがとう
ございました！ 

ご指導
ありがとう
ございました！ 

ご指導
ありがとう
ございました！ 

よくできました！よくできました！よくできました！
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4
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聞
き
手
・
書
き
手
／
秋
山
暁
子

談
話
室
マ
チ
ソ
ワ
店
主

堤
美
佳
子
さ
ん

身
に
付
い
た
姿
勢
で
も
あ
っ
た
。

「
で
き
て
な
い
こ
と
は
、
そ
っ
と
や
っ
て
お
け
ば
い

い
。
よ
っ
ぽ
ど
の
こ
と
が
あ
れ
ば
言
う
け
ど
」。

一
歩
引
い
た
場
所
か
ら
全
体
を
見
渡
し
、
必
要
な
と

こ
ろ
へ
静
か
に
手
を
差
し
伸
べ
る
。
そ
の
さ
り
げ
な

い
支
え
が
、
マ
チ
ソ
ワ
と
い
う
場
の
居
心
地
の
良
さ

を
生
み
出
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

中
津
の
家
か
ら
電
車
で
１
時
間
、
能
勢
の
妙
見
口
へ

月
に
３
回
ほ
ど
、
つ
っ
つ
ん
さ
ん
は
畑
へ
通
う
。

畑
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
中
津
に
引
っ
越
し
て
、

家
で
パ
ン
を
焼
き
は
じ
め
た
こ
ろ
か
ら
。「
無
農
薬

の
野
菜
を
栽
培
し
て
、
そ
れ
を
パ
ン
に
使
う
こ
と
が

で
き
た
ら
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
ク
ロ
ビ
を

学
ん
で
い
た
２
０
１
５
年
（
平
成
27
）、
体
験
農
園

へ
通
う
。
３
年
後
、
畑
を
は
じ
め
た
年
に
、
な
ん

と
！　

台
風
で
小
屋
が
吹
っ
飛
ん
だ
。「
最
初
は
自

然
と
〝
向
き
合
う
〞
な
ん
て
言
い
方
を
し
て
た
け

ど
…
…
人
間
も
自
然
の
い
ち
部
分
や
か
ら
。〝
寄
り

添
う
〞
や
な
と
思
っ
た
。
気
候
も
毎
年
違
う
し
。
寄
り

添
い
な
が
ら
、
一
緒
に
生
き
て
い
か
ん
と
」。

さ
ら
に
「
土
と
つ
な
が
っ
て
い
た
ら
、
ほ
っ
と
す
る
。

収
穫
は
ご
褒
美
」
と
つ
っ
つ
ん
さ
ん
。
野
菜
が
で
き

る
の
は
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
は
な
い
、
と
聞
い

て
、
い
か
に
自
分
が
自
然
に
対
し
て
思
い
上
が
っ
た

考
え
を
し
て
い
た
の
か
見
せ
つ
け
ら
れ
た
気
が
し
た
。

採
れ
る
の
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
シ
ソ
、
大
麦
、
豆
な

ど
。
シ
ソ
は
ジ
ュ
ー
ス
に
す
る
。
自
然
任
せ
だ
か
ら

９
月
ご
ろ
か
ら
収
穫
で
き
る
。
摘
ん
で
す
ぐ
に
加
工

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
収
穫
の
日
と
作
業
の

日
の
２
日
間
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ
も
ま
た
、
自
然

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
の
こ
と
。

畑
で
採
れ
た
大
麦
は
、
お
茶
に
も
ヒ
ン
メ
リ
（
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
な
装
飾
品
）
に
も
な
る
。
ド
ク

ダ
ミ
の
花
で
、
天
然
の
万
能
薬
「
チ
ン
キ
」
を
つ
く

る
。

２
０
２
５
年
（
令
和
７
）
９
月
30
日
、「
ひ
だ
ま
り
」

の
鍵
を
返
し
た
。
鍵
を
も
ら
い
、
初
め
て
こ
の
場
所

に
入
っ
た
瞬
間
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
。「
こ

こ
は
通
過
点
だ
と
思
っ
た
」
の
だ
と
言
う
。
し
が
み

つ
か
な
く
て
も
い
い
。
そ
ん
な
第
一
印
象
。

そ
れ
か
ら
幾
度
と
な
く
、「
今
、
通
過
点
か
な
？
」

と
自
問
し
、
続
け
る
か
や
め
る
か
考
え
て
き
た
。

あ
る
と
き
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ス
パ
ッ
と
は
ま
っ
た
。

「
お
店
を
閉
め
る
の
に
も
体
力
が
要
る
し
、
お
金
も

要
る
。
身
軽
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。
執
着
し
な
く

て
い
い
」。

店
を
閉
め
る
の
は
そ
れ
な
り
に
ヘ
ビ
ー
な
こ
と
の
よ

う
な
気
が
す
る
が
、
つ
っ
つ
ん
さ
ん
は
、
び
っ
く
り

す
る
く
ら
い
軽
や
か
だ
。

執
着
し
な
い
、
と
い
う
感
覚
に
は
原
体
験
が
あ
る
そ

う
だ
。
20
代
後
半
、
派
遣
の
仕
事
で
半
年
か
け
て
後

任
者
に
引
き
継
ぎ
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
最
初
は
、

こ
れ
ま
で
自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
き
っ
ち
り
と

伝
え
な
く
て
は
と
が
ん
ば
っ
て
い
た
が
、
途
中
か
ら
、

私
の
や
り
方
を
ま
ね
せ
ず
と
も
、
そ
の
仕
事
が
こ
な

せ
れ
ば
い
い
、
そ
の
人
な
り
に
き
っ
と
や
っ
て
い
く

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
割
り
切
れ
る

と
こ
ろ
は
割
り
切
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

店
を
閉
め
る
と
き
、
お
客
さ
ん
た
ち
は
「
次
、
何
が

は
じ
ま
る
か
楽
し
み
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
何
も
次

が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
き
っ
と

何
か
あ
る
。「
終
わ
る
」
こ
と
に
悲
し
さ
は
な
く
、

ひ
と
区
切
り
つ
い
た
感
覚
だ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
先
は
ご
縁
で
、
望
ん
で
や
っ
て
来
る
こ
と
も
あ

れ
ば
、
待
っ
て
い
る
だ
け
で
何
か
が
や
っ
て
来
る
こ

と
も
こ
と
も
あ
る
。
手
放
し
て
、
今
は
や
っ
て
来
る

か
ど
う
か
、
淡
い
期
待
を
抱
き
な
が
ら
「
何
か
」
を

待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

つ
っ
つ
ん
さ
ん
は
マ
チ
ソ
ワ
で
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
る
。「
納
豆
部
」「
金
柑
ジ
ャ
ム
を
つ

く
る
会
」「
梅
し
ご
と
の
会
「
フ
キ
み
そ
づ
く
り
の

会
」
な
ど
。
ど
れ
も
、
食
を
介
し
て
緩
や
か
に
人
と

人
を
つ
な
ぐ
場
だ
。

親
戚
か
ら
キ
ン
カ
ン
が
届
く
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
い

た
ら
捨
て
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
キ
ン

カ
ン
を
、
丁
寧
に
種
を
取
り
、
刻
ん
で
、
ジ
ャ
ム
に

す
る
。
実
家
の
庭
に
勝
手
に
生
え
て
き
た
ヤ
マ
フ
キ

は
、
葉
を
フ
キ
み
そ
に
、
茎
を
つ
く
だ
煮
に
す
る
。

捨
て
ら
れ
た
り
、
放
置
さ
れ
た
り
す
る
は
ず
だ
っ
た

も
の
が
、
つ
っ
つ
ん
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ

る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
１
人
だ
け
の
作
業
で
は
な
い
。

ど
れ
も
、
マ
チ
ソ
ワ
に
集
ま
る
人
た
ち
と
一
緒
に
手

を
動
か
す
会
と
し
て
開
か
れ
て
い
る
。

中
津
の
家
は
「
パ
ン
が
焼
け
る
こ
と
」「
近
く
に
商

店
街
が
あ
る
こ
と
」
を
条
件
に
探
し
て
見
つ
け
た
。

中
津
に
住
み
は
じ
め
た
の
は
た
ま
た
ま
だ
っ
た
が
、

道
を
行
け
ば
あ
い
さ
つ
す
る
、
話
し
か
け
て
く
れ
る

し
、
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
安
心
感
が
あ
る
。
と
て

も
住
み
や
す
い
。
行
き
つ
け
の
喫
茶
店
も
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
つ
っ
つ
ん
さ
ん
は
月
に
何
度
か
能
勢
の
畑

へ
向
か
う
。
都
会
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
土
を
手
放
さ
な
い
。

土
が
種
を
育
み
、
水
が
芽
吹
き
を
支
え
る
よ
う
に
、

つ
っ
つ
ん
さ
ん
は
人
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
を

整
え
る
。
新
し
い
関
係
が
生
ま
れ
、
興
味
が
芽
生
え
、

会
話
が
弾
み
、
自
信
を
取
り
戻
す
人
も
い
る
。

土
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
る
時
間
が
あ
る
か
ら
、
他
の

人
に
は
見
え
な
い
は
ざ
ま
を
埋
め
ら
れ
る
。

能
勢
で
土
と
つ
な
が
り
、
キ
タ
の
場
に
つ
な
ぐ
。
こ

の
往
復
こ
そ
が
、
つ
っ
つ
ん
さ
ん
と
い
う
人
を
稀
有

な
存
在
に
し
て
い
る
。
つ
っ
つ
ん
さ
ん
の
活
動
を
通

し
て
、
私
た
ち
は
少
し
だ
け
、
自
然
の
こ
と
を
学
ぶ
。

そ
し
て
自
分
自
身
も
発
芽
す
る
種
の
よ
う
に
、
伸
び

や
か
に
な
れ
る
。（
終
）

扇
町
公
園
の
南
側
、
医
誠
会
国
際
総
合
病
院
内
に
あ

る
シ
ア
タ
ー
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
「
扇
町
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
キ
ュ
ー
ブ
」
の
一
角
に
、
人
と
人
と
が
出
会
う
仕

組
み
が
い
く
つ
も
仕
掛
け
ら
れ
た
カ
フ
ェ
「
談
話
室

マ
チ
ソ
ワ
」
が
あ
る
。
見
知
ら
ぬ
人
同
士
で
話
が
は

じ
ま
っ
た
り
、
盛
り
上
が
っ
た
り
…
…
、
店
主
が
お

客
さ
ん
同
士
を
つ
な
い
で
く
れ
た
り
と
、
い
い
か
ん

じ
の
出
会
い
が
毎
日
た
く
さ
ん
生
ま
れ
る
、
不
思
議

な
場
所
。

ち
な
み
に
、
店
主
は
日
替
わ
り
。
１
日
の
う
ち
で
マ

チ
ネ
（
午
後
か
ら
夕
方
）
と
ソ
ワ
レ
（
夕
方
か
ら
夜

ま
で
）
の
２
つ
の
時
間
帯
が
あ
り
、
マ
チ
ネ
と
ソ
ワ

レ
と
で
も
店
主
が
変
わ
る
日
も
あ
る
（
そ
の
ほ
う
が

多
い
）。
総
勢
40
人
を
超
え
る
人
が
店
主
に
登
録
し

て
い
て
、
店
主
を
や
り
た
い
日
に
店
に
入
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
の
場
を
つ
く
る
。
同
じ
空
間
で

も
店
主
に
よ
っ
て
店
の
カ
ラ
ー
が
ま
っ
た
く
変
わ
る

の
も
、
こ
の
店
の
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
だ
。
イ
ベ
ン

ト
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
し
、
そ
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
た

り
…
…
、
な
に
か
し
ら
の
お
も
し
ろ
い
う
ず
が
ま

わ
っ
て
い
る
、
す
て
き
な
場
所
な
の
だ
。

そ
ん
な
す
て
き
な
マ
チ
ソ
ワ
だ
が
、
じ
つ
は
、
私
、

小
栗
も
こ
こ
で
店
主
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
う

ず
の
一
員
で
あ
り
、
う
ず
に
巻
き
込
ま
れ
て
も
い
る

の
だ
け
ど
、
そ
ん
な
な
か
で
感
じ
る
の
は
、
こ
れ
だ

け
た
く
さ
ん
の
人
が
日
替
わ
り
で
か
か
わ
っ
て
い
る

の
に
、
よ
く
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
な
ぁ
と
い
う
こ

と
。
う
ず
が
分
裂
し
て
ど
こ
か
に
暴
走
し
た
り
し
て

も
お
か
し
く
な
い
の
に
、
そ
う
は
な
ら
な
い
。
不
思

議
な
連
続
性
が
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
日
々

流
れ
て
く
る
店
主
た
ち
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
や
り
と
り

を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
キ
ー
マ
ン
を
見
つ
け
た
。

そ
れ
は
、
主
に
毎
週
金
曜
日
に
店
主
を
し
て
い
る
堤

美
佳
子
さ
ん
、
通
称
つ
っ
つ
ん
さ
ん
だ
。
こ
ま
ご
ま

と
し
た
実
務
を
担
い
な
が
ら
、
店
主
一
人
一
人
が
そ

の
人
ら
し
く
働
け
る
よ
う
、
足
り
な
い
も
の
や
こ
と

を
察
知
し
て
、
静
か
に
場
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。

心
地
良
い
場
所
に
は
絶
妙
な
さ
じ
加
減
で
下
支
え
を

し
て
く
れ
る
人
が
い
る
け
ど
、
つ
っ
つ
ん
さ
ん
が
そ

う
。
個
性
豊
か
な
店
主
た
ち
の
目
に
見
え
な
い
は
ざ

ま
を
埋
め
て
く
れ
る
。
噂
で
は
、
実
務
の
達
人
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
料
理
人
で
あ
り
、
歌
も
歌
え
ば
、

畑
を
耕
す
人
で
も
あ
り
…
…
と
、
い
く
つ
も
の
顔
を

持
つ
人
と
聞
く
。
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の

か
？　

ど
ん
な
人
生
を
送
れ
ば
そ
ん
な
人
に
な
る
？

　

興
味
津
々
で
聞
い
て
み
た
。

「
一
人
っ
子
で
誰
と
も
話
さ
な
い
、
内
弁
慶
な
子
ど

も
だ
っ
た
」
と
子
ど
も
時
代
を
振
り
返
る
つ
っ
つ
ん

さ
ん
。
け
れ
ど
、
オ
ー
デ
ィ
オ
、
釣
り
、
カ
メ
ラ
と

多
趣
味
な
父
親
に
い
ろ
ん
な
場
所
へ
連
れ
て
い
っ
て

も
ら
っ
た
影
響
で
、
好
奇
心
旺
盛
な
子
ど
も
で
も

あ
っ
た
。
５
歳
で
ピ
ア
ノ
を
習
い
、
15
歳
ま
で
続
け

た
。
中
学
校
で
は
合
唱
部
だ
っ
た
。

１
９
９
４
年
（
平
成
６
）、
大
学
卒
業
後
は
友
人
の

お
父
さ
ん
の
会
社
に
勤
め
、
３
年
間
、
経
理
を
み
っ

ち
り
学
ん
だ
。
当
時
は
就
職
氷
河
期
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、「
具
体
的
に
こ
れ
を
や
り
た
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
持
て
な
か
っ
た
」。
だ
か
ら
こ
そ
20
代
の

こ
ろ
は
た
く
さ
ん
習
い
事
を
し
て
い
た
。
当
時
、
一

世
を
風
靡
し
た
習
い
事
の
情
報
誌
「
ケ
イ
コ
と
マ
ナ

ブ
」
を
も
じ
っ
て
「
ミ
カ
コ
と
マ
ナ
ブ
」
と
友
だ
ち

か
ら
言
わ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。

20
代
半
ば
か
ら
30
代
の
10
数
年
間
は
ゴ
ス
ペ
ル
を

歌
っ
て
い
た
。
活
動
が
本
格
化
し
て
い
く
に
つ
れ
、

た
く
さ
ん
の
習
い
事
は
「
料
理
」「
ゴ
ス
ペ
ル
」「
陶

芸
」
の
３
つ
に
絞
ら
れ
て
い
っ
た
。
あ
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
パ
ン
を
売
り
な
が
ら
ラ
イ
ブ
も
し
て
い
た
の
で

「
唄
う
パ
ン
屋
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

歌
う
こ
と
や
音
楽
を
学
ん
だ
こ
と
で
社
交
性
は
身
に

付
い
た
け
れ
ど
、
じ
つ
は
話
す
こ
と
は
今
で
も
苦
手

だ
と
話
す
。

33
歳
の
と
き
に
実
家
の
能
勢
を
出
て
中
津
で
暮
ら
し

は
じ
め
た
。
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）
の
こ
と
。
今

も
中
津
に
住
ん
で
い
る
そ
う
だ
。
住
ん
で
い
る
う
ち

に
、
徐
々
に
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
て
い
っ
た
。

中
津
に
あ
っ
た
銭
湯
が
な
く
な
っ
た
と
き
、
ほ
ぼ
毎

日
顔
を
合
わ
せ
て
声
を
掛
け
合
え
る
場
所
が
な
く
な

る
こ
と
を
惜
し
む
人
た
ち
の
話
を
聞
き
、
地
域
の
人

が
つ
な
が
れ
る
場
の
必
要
性
を
感
じ
た
。
そ
の
こ
ろ
、

地
域
の
人
が
出
し
物
を
披
露
す
る
「
中
津
文
化
祭
」

に
参
加
。
そ
の
経
験
を
通
じ
て
、「
誰
も
が
出
会
え

る
、
自
由
に
出
入
り
で
き
る
〝
縁
側
〞
の
よ
う
な
場

が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」。

２
０
１
６
年
（
平
成
28
）、
派
遣
の
仕
事
に
区
切
り

を
つ
け
て
、
食
の
道
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
て
い
た
矢

先
、
マ
チ
ソ
ワ
の
前
身
で
あ
る
日
替
わ
り
店
主
の
カ

フ
ェ
「
コ
モ
ン
カ
フ
ェ
」
が
新
た
な
店
主
を
募
集
し

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
応
募
。「
料
理
を
通
し
て
、

み
ん
な
の
つ
な
ぎ
目
に
な
り
た
い
」
と
い
う
思
い
を

伝
え
た
。
そ
の
思
い
が
認
め
ら
れ
、
コ
モ
ン
カ
フ
ェ

の
店
主
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な

る
。

店
主
に
は
屋
号
が
必
要
だ
っ
た
た
め
、「
み
ん
な
の

お
台
所
＊
ひ
だ
ま
り
」
と
名
づ
け
、
活
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

２
０
１
８
年
（
平
成
30
）
９
月
、
自
宅
の
す
ぐ
近
く

に
実
店
舗
「
み
ん
な
の
お
台
所
＊
ひ
だ
ま
り
」
を

オ
ー
プ
ン
。
き
っ
か
け
は
、
近
所
の
お
菓
子
屋
が
店

を
閉
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
店
舗
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
日
当
た
り
の
良
い
空
間
を
見

た
瞬
間
、「to go!

」
と
直
感
し
た
。
失
敗
し
て
も
い

い
。
そ
の
と
き
は
、
自
分
に
何
が
足
り
な
い
の
か
が

分
か
る
は
ず
だ
。
そ
う
思
い
、
店
を
構
え
る
決
意
を

し
た
。

目
指
し
た
の
は
、
誰
も
が
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
れ
る

「
縁
側
」
の
よ
う
な
場
所
だ
っ
た
。
店
内
に
は
テ
ー

ブ
ル
が
２
つ
だ
け
。
基
本
は
相
席
。
子
ど
も
た
ち
に

も
気
軽
に
来
て
ほ
し
い
と
、「
宿
題
し
て
も
い
い
よ
」

と
声
を
掛
け
た
。
す
る
と
友
だ
ち
を
連
れ
て
く
る
子

ど
も
が
次
々
と
現
れ
、
店
が
10
人
ほ
ど
の
子
ど
も
た

ち
で
に
ぎ
わ
う
日
も
あ
っ
た
。

か
し
こ
ま
っ
た
飲
食
店
と
い
う
よ
り
、
人
が
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
場
所
に
し
た
か
っ
た
。「
何
屋
さ
ん
か

分
か
ら
ん
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
近
所
の
人
た
ち
は

温
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ
、
通
り
す
が
り
に
気
さ
く

に
声
を
掛
け
て
く
れ
た
。
ま
た
、
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
向
け
の
食
事
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

自
然
食
に
関
心
の
あ
る
人
た
ち
も
少
し
ず
つ
集
ま
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

自
身
の
店
を
営
み
な
が
ら
、
一
方
で
は
コ
モ
ン
カ

フ
ェ
の
運
営
に
も
携
わ
り
続
け
て
い
た
。
備
品
管
理

な
ど
を
前
任
者
か
ら
引
き
継
ぎ
、
会
社
員
時
代
に

培
っ
た
経
理
や
実
務
の
経
験
を
生
か
し
て
、
店
舗
運

営
全
般
に
関
わ
っ
た
。
そ
の
経
験
は
、
コ
モ
ン
カ

フ
ェ
か
ら
マ
チ
ソ
ワ
へ
と
移
行
し
た
後
も
引
き
継
が

れ
、
備
品
や
消
耗
品
、
ド
リ
ン
ク
の
発
注
な
ど
、
運

営
全
体
を
見
渡
す
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

「
マ
ク
ロ
ビ
の
先
生
に
は
、『
３
６
０
度
見
渡
し
て
お

き
な
さ
い
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
」。

管
理
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
全
体
を
俯
瞰
し
、
足
り

な
い
と
こ
ろ
を
自
然
に
補
う
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
人
見
知
り
で
一
歩
引
い
て
周
囲
を
見
る
性

格
と
、
マ
ク
ロ
ビ
で
学
ん
だ
広
い
視
点
が
重
な
っ
て

習
い
事
に
明
け
暮
れ
た
20
代

み
ん
な
が
集
ま
れ
る
場
所
を
つ
く
り
た
い

場
所
が
先
に
や
っ
て
き
た

マ
ク
ロ
な
視
点

土
と
つ
な
が
っ
て
い
た
ら
、
ほ
っ
と
す
る

今
、
通
過
点
か
な

彼
女

キ
タ

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

キ
タ

と

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

の

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

第
二
十
八
回

第
二
十
八
回

人
間
も
自
然
の

い
ち
部
分

寄
り
添
い
な
が
ら

一
緒
に

生
き
て
い
か
ん
と

聞
き
手
・
書
き
手
・
撮
影
／
小
栗
一
紅
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